
|SSNO385-5457昭和51年5月9日第三種郵便物認可平成16年5月1日発行（毎月一回1日発行）

ヒマラヤ

No.日日□

霧認~芋零時篭、

勺
懇
懇
唾
”
“
羅
鼠

肘
４
１
■
ご
む
り
郵

無
舟
順

調
可
、
鮎
‐

轟
咽
》
＃
＃

■

ｐ

■
ｊ

ｑ

ｌ函
嘩

』
引
貯

』

Ｌ

漆
“
ｆ
＄

意
臥
砂
一
輪
Ｔ
畢

上
瞬垂
一

．
“
電
》
、
露
騨
一
蕊
…

向
背
哉
龍

割
鐸
詳
騨
蓬
‐

；
蟻
跨
》
・
罐

《
製
少
舟
判
朝

タ

賦

咄
朝
酔
》

Ｆ
舗

伊

竜
淫
愉
風

４

月

再
岱

癖

謹

鷺選沓

も

騨
鉗

馳
盈

堅
釘

■
Ｆ
、
む

ぷ
吟
軸

房
謡
酵
や
舞

雫
認
識

勺

… 響

鳥塗蔦嬢､
.鍵

K遙寧

弔
い
胴
『
妙
叫

・
瀞
鐘
墓
』
・
》 ●再

L里竜岳，目
』

一

屍

辻ド

鯉

沙

謎鰹

膳
霊
《
↑

覗
顧
》
慰
・
Ｆ
●
。
Ｌ
唖

ゞ
》
零
蝿
認
恥
※
鐸
噛

勤
訂
砦
里

､噌,#w調銅､－
‘“麺緬I

錘鷺W

鞄

寺

出4

＃
縊内一

2 004MAY

*THEH|MALAYANASSOC|AT|05#PXラヤ協会難THEHlMALAYANASSOClATlONOFJAPAⅡⅡA」



平成16年度通常会員総会のお知らせ〃

日本ヒマラヤ協会平成16年度通常会員総会を下

記により開催いたします。

ご承知のように、総会は本会の最高意思決定機

関でありますので、会員の皆様には万障繰り合せ

のうえ出席くださるようにお願いいたします。

なお、やむを得ず欠席される場合は、定款の定

めるところにより、委任状を必ず提出されるよう

お願いいたします｡(委任状は、添付いたしまし

た料金受取人払はがきをご利用ください｡）5月

13日までに必着するようお願いいたします。
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平成15年度事業報告について

平成15年度収支決算について

平成16年度事業計画について

平成16年度収支予算について

ニンチン・カンサトレッキング説明会

総会終了後、午後2時30分から同じ会場にて、

今夏実施のトレッキングの説明会を開催します。

参加を希望される方は、「総会出欠ハガキ」に

｢説明会希望」と明示して下さい。

記

平成16年5月15日(土)午後1時～2時

東京都豊島区東池袋4‐7‐7

かんぽヘルスプラザ東京

窓03-5952-6881

JR池袋駅東口から徒歩8分

地下鉄有楽町線東池袋（出口A2)

から徒歩2分

日時

場所

１
２

野沢井歩の家族とヒムルン・ヒマールを求めてフライトすると左

に1999年秋に彼と挑んで頂上直下で涙をのんだカバン(6,717m)

と2003年夏、私が挑戦する予定であったカンペンチン(7,281m)

の雄姿が目に飛び込んできた。

（文と写真：岩崎洋）
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1．故･野沢井歩前専務理事の合同追悼会開かれる

2．口一・マンタンの空、遥かなり(20)[最終回〕 高橋照

7．黄金のピッケル

8．［連載］日本ヒマラヤニスト名鑑（6）

10．トータル獲得標高2003 山森欣一

23．ヒマラヤニュース〈地域ニュース･Books>

24．事務局日誌



故･野沢井歩前専務理事の合同追悼会開かれる
1月31B(i)午後6時半から、東京・東池袋

の「かんぽヘルスフ°ラザ東京」において、昨年秋

ネパール・ヒマラヤのヒムルン・ヒマール(7}126m)

で雪崩のため遭難した、本会の野沢井歩前専務理

事の合同追悼会が開催された。

合同追悼会は、派遣母体のバーバリアンクラブ、

海外委員長を務めた東京都山岳連盟、出身母体で

ある立正大学Ⅱ部WV部OB会と日本ヒマラヤ協

会の合|可により呼び掛けられた。

会場正面には追悼会の看板の下にHAJ、立正、

都岳連、スポニチの旗が貼られ、その前に1999年

秋に挑んだ、チベット・カバン峰(6,717m)登山

の折りの遺影が安置され、それを取り囲むように、

ご家族・主催4団体・スポニチ登山学校の6本の

献花が飾られていた。

当日は、本会の山森欣一理事長が司会進行を務

め、全員で黙祷を捧げた後、清水修（バーバリア

ンクラブ代表)、森谷重二朗（東京都山岳連盟会

長)、柴田耕太郎（立正大学Ⅱ部WV部OB会会

長)、酒井國光(HAJ会長）がそれぞれの立場

で挨拶を述べ、出席者を代表して、彼と最も多く

のヒマラヤ登山を実践した岩崎洋氏（バーバリア

ンクラブ／本会常務理事）が追悼の言葉をのべた。

その後、ご家族を代表して実父である野沢井稔

氏からご挨拶があった。次いで、スポニチ登lll学

校の八木原圀明校長が献杯の発声を行い、故人を

偲ぶ会に移った。会場では配布された資料を片手

にあちこちで全国津々浦々から集った仲間たちに

よって「好漢・野沢井歩」の思い出を語る姿が見

られた。

会は20時45分、スポニチ登山学校・尾形好雄チー

フの中締めでお開きとなり、池袋の巷で行われた

二次会にも70名が集い、故人への尽きない思い出

を語り合った。

「出席者」

ご家族6名、バーバリアンクラブ15名、東京都

山岳連盟16名、立正大学Ⅱ部WV部OB会16名、

日本ヒマラヤ協会79名、スポニチ登山学校35名、

一般20名（合計187名）

▼酒井國光HAJ会長と会場風景

▼清水修氏 ▼森谷三二朗氏
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▲八木原圀明氏 ▲尾形好雄氏
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ロー・マンタンの空、遥かなり(20）
カリガンダキ左岸の地図の空白部を行く

高橋
昭
へ

沢山の穂をつけ始めていた。あと2カ月少しでこ

の低地(3,300m)の大麦は黄金色に色づき刈入れ

の麦秋がやってくることだろう。

隊は朝の8時にタンゲ村に別れをつげた。少し

増水しているタンゲ・コーラを渡り、ヤク・コー

ラの合流点より往路下った長い河岸段丘にとりつ

いた。私達は段丘の上より、改めてタンゲ村とそ

の上部に広がるタンゲの河岸段丘に別れをつげた。

荷物は､ﾉ’プキョ13頭、馬5頭につみ、残りの荷

物はシェルパ・ポーターによって運ばれた。今日

からの私の馬は代金が良かったせいか、チュクサ

ンより昨日例の25,000ルピーの値打ちだという馬

が馬方と一緒にタンゲ村にやってきたので、その

馬に乗るより仕方なかった。ところが、ナッカリ・

ダモダール・クンダより私の乗って来たデー村の

馬があぶれてしまったので、菊地君が百ルピーに

値切って乗ることにした。チュクサンの馬は矢っ

張り乗り心持も良く、どんな悪場でもよくこなし

た。とにかく、帰り車ではなく、遠くはるばるお

迎えにきたのだから、私はその馬に乗らざるを得

なかったわけだ。

ヤク・コーラの緩い河岸段丘には、来た時とは

ちがいカラガナが黄色い沢|｣_|の花をつけ、それが

紺碧の青空に映えて、大きな花園を展開していた。

登るにつれムスタン高原やムスタン・ヒマールは

せり上って来て、タンゲの河岸段丘は足下に拡がっ

て行き、その広大な砂の台地は、無限に広がるチ

ベット高原へと続いていたc住時ここを下った時

は、ハッキリと見ることの出来なかったブリクティ

山群も、今日は遥かに眺められ、私達の通ったメ・

ラの大きな鞍部も望まれたcデー村に下る峠のそ

ばの大エボシの岩山、ナマ・ゴートを囲っている

小エボシの赤い山稜、タンゲ村へ下る塩の谷、み

さわやかにH青れ上がったタンゲ村の朝は、早く

からデー村とタンゲ村のボテ達で賑わっていた。

今日はいよいよ馴染みになったタンゲ村を引上げ

る日である。一昨日ナッカリ・ダモダール・クン

ダから一緒に下りて来たゾプキョと、タンゲ村の

連中はこの千載一遇の現金収入を逃しては大変と、

デー村に対抗して立派なヤクやゾプキョを引出し

て来た。特に助役は見事な巨大なヤクを一頭連れ

出して来た。皆キャンプ°の前にある隊貨を争うよ

うにしてゾプキョに積み始めた。輸送係も引受け

ている隊長の菊地君は声をからしてその割り振り

に大忙しだ。しかし、菊地君でも、デー村のゾプ

キョか、タンゲ村のソゞプキョか見分けがつかない。

結局十頭近くのゾプキョが仕事にあぶれてしまっ

た。仕事にあぶれたタンゲ村の持主は、彼等の内

儀さんに大声で何か罵られていたが、何を言って

いるのかは判らない。それでも約2時間ほどで一

応混乱と喧騒はしずまった。

5月31日は出発の日にふさわしく、晴れ上がり、

気温も1カ月前よりはだいぶ暖かくなって来た。

タンゲ村の大麦も、来た時はまだ20センチに満た

ない丈だったが、今は一人前の高さに育ち、既に

▲タンケ村出発の朝風景
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▼ヤク・コーラとタンケ・コーラの合流点付近

んな手にとるように眺められ私の目にしっかり焼

きつけられた。そして、チュクサンよりのこの長

い長い不毛の稜線をもう一度ツォーナムより辿っ

てみたいと思った。路傍にあるすべてがなつかし

かった。

約3時間、午前10時半に4,300mの峠に着いた。

下った時より上った時の方が30分近くも早かった

ということは、すっかりこの辺の地形になれてし

まったからだろう。峠の上にはメイル・ランナー

のBB.タマンが休んでいた。タマンは隊員達への

日本からの便りと、カトマンドゥよりの便りを持っ

て来た。隊員達は、それぞれ峠の上で、サンサン

と降りそそぐ陽光の下で手紙を何度も何度も読み

返していた。リエゾン宛にもジョム､ノムのCDO

からの返事を持って来たようであったが、果たし

てそれがCDOからのものかどうかは私には半llら

ない。しかし、CDOから数日前隊長名義で出し

たチャラン経由の帰路を申請した返事が来たのか

どうかも半llらなかった｡CDOの返事か、もしO

Kだったとしても、もうツォーナムに向かう稜線

まで上り切ってしまったので、もはや無用のもの

になってしまっている。リエゾンからも何の反応

もないのでCDOからの返信はなかったのかも知

れないし、或いはあったとしても彼が握りつぶし

ていたのかも知れなかった。とにかく、私達は現

実に往路の長大な稜線を、又再び辿っているので

ある。

峠の上からは来た時と同じように、ドゥラギリ

主峰やドルポの山々がひときわ美しかった。ダム・

カンは雪がだいぶ多いようだった。タンゲ村はも

う見納めなので、峠の上で30分も休んでしまった。
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峠より山腹につけられた水平道を20分程行った

ところに、露営したことのあるパの放牧地の水場

に着いた。正午に近かったので、この水場で食事

にし、家畜達にも腹一杯水を飲ませた。ここから

は、ロー・マンタンの緑のスロープが真正面に眺

められ、雪線のかなり下ったムスタン．ヒマール

も紺青の空に連なっていた。今日は下のゴートに

は遊牧民の天幕はなく、羊群の影もなかった。

今日は長い稜線を辿って、一日でツォーナムま

で行かなければならないので、長居は無用だ。昼

食もそこそこにして12時には再び馬上の人となっ

た。もう、ここよりは勝手知った道である。往時

のように手さぐり状態の行進ではなく、時間的に

も大体の見当はついていた。ただ長い道のりなの

で、草のある処を見つけ、時々馬を休ませねばな

らなかった。ゾプキョの群も草のある処を見つけ

ると勝手に草を喰んでいた。天気は一日中良かっ

た。しかし、アンナプルナ連山やドゥラギリ山群

には、既にモンスーンの影響が出始め、山塊は厚

い雲につつまれていた。だが後方に見えるムスタ

ン・ヒマールは雲一つなく、地平線の果てをつくっ

ていた｡4時近くになり、いよいよツォーナム上

部の悪場の下りに差しかかった。勿論馬からは下

りねばならないが、ピンポン玉から野球のボール

大の礫の不安定な急斜面で慎重に下らなければな

らない。もしころんだとしたら、もはや止めるす

べがなかったろう。この下りは緊張の1時間だっ

た。下の台地には私の馬が待っており、菊地君も

馬に乗って待っていてくれた。頭上を見るとゾ､プ

キョの一群が、石塊をガラガラ落としながら、横

隊になって真直ぐ下りてくる。コックのニマは目

▲4,300m峠からドウラキ主峰とドルポの山々



▼稜線上の水場

分の荷をゾプキョにくくりつけて、一緒に下りて

来るのが良く判る。小休後再び馬に乗り、尾根道

をカリガンダキの河岸にあるチュクサンのチャン

グマの集落目指して下った。途中菊地君と話して、

今日はチュクサンに泊ることに決めたが、4時の

交信で、リエゾンのビーム・バードルが早くもツォー

ナムのパッティに頑張っていて、隊はどうしても

ツォーナムに天幕を張るようにいっているという

連絡が入って来た。ゾプキョと一緒に下りて来た

コックのニマにもチュクサンには良い水場がある

から、今日はチュクサンに泊るといってあるので、

ゾ､プキョの群も私達の後からついて来た。菊地君

は大声でゾプキョをツォーナムに下らせるようニ

マに伝えた。

私達はもうチャングマの上部まで下りて来てい

るので、そのままカリガンダキの河原まで下り、

川原沿いにチャングマの集落を通って、ナルシン・

コーラとカリガンダキの合流点に達した。カリガ

ンダキ右岸の大削壁は相変わらず頭にのしかかる

ように聟えていた。そして、ナルシン・コーラの

河原を上り、ツォーナムの露営地についたのは夕

方の5時近かった。今晩もまた、茶色に濁った水

を飲むことになったわけだ。キャンプ｡にはタシが

来ていて、昨日午後になってチュクサンに着いた

そうである。キショールはそのままジョムソムま

で飛ばして行ってしまったそうであった。二人と

もロー・マンタンより二日で飛ばして来たそうで

ある。

翌日の6月1日も素晴らしい快晴であった。ツォー

ナムのキャンプ･を引き払った私達は、朝の8時に

は出発していた。私達はリエソ．ンの指示通りツォー

－4－

ナムより対岸に渡り、テより来ている道に人って、

チュクサンの村に入らず、バイパスを通ってカリ

ガンダキの河原に出た。バイパスといってもチュ

クサンの後ろにある丘を越えて行く道で、チョル

テンのあるところから推して、テ（テタング）に

行く入口のようだ。歩きの連中は来た時と同じよ

うに、カリガンダキ左岸の巻き道を進んで行った。

私とゾプキョ13頭、馬5頭はカリガンダキの河床

路をとることにした。この方が時間も短縮出来る

し、駄獣にとっても高巻き道から落ちる心配がな

いからである。彼等にとって最高の財産であるゾ

フ°キヨや馬を安全に通すためにはこの方が良い。

カリガンダキの本流もだいぶ増水してきて、真黒

な水が音を立てて流れていた。最初と二度目の渡

河はそれ程でもなかったが、3回目、4回目の渡

河は深く、河巾も20メートル以上あってなかなか

の難物だった。ゾプキョ達は争って水を斜めに渡

河したが、水深は腹以上あって、積荷も水につかっ

てしまった。だがさすがに、ゾプキョは強い。し

かし私の後から渡河した一頭の白い馬が、河の真

中で立往生してしまった。馬方達は渡河の時は、

ゾプキョや馬の荷物の上に乗って河を渡る。しか

し、この馬だけは人が乗らなかったので恐怖のあ

まり動けなくなってしまったのだ。ゾプキョと違

い馬は人と一緒でないと安心しないのだ。ズボン

をぬいだ馬方が馬に近ずき、やっとのことで手綱

をひろい上げて、無事この馬を引上げた。ゾプキョ

と違い人の乗っていない馬は流されはじめると立っ

たまま進むことが出来なくなるので、そうなった

ら万事休すである。

河床の巾も広くなり、流れも何本かの浅瀬にな

へ

▲カリガンダキのゾプキョの渡河



るじぶん、左岸の河岸段丘上にタンベの村が現れ

て来た｡9時20分ごろであった。来る時と違い、

今度はタンベの村を下から見上げることになった

わけだ。

タンベよりはすぐケハルンパの合流点に出た。

ケハルンパは未だあまり水は流れていなかった。

合流点の左岸にある大岩壁には、無数の穴居民族

の住った跡があった。水面より2～30メートル上

部なので、それ程古いものではなさそうだ。それ

とも、この辺だけが水による浸蝕が遅いのかも知

れない。しかし、2カ所ほど材木で天井をささえ

ている岩穴があるので、人の住んでいた痕跡を証

拠立てている。このようにムスタン地方随所に見

られる穴居跡は一体何を物語っているのであろう

か。チベット地方によりその昔ネパールに移住し

てきた北方系の民族には間違いないと思うが、こ

れを調べて行ったなら、きっと興味ある問題にぶ

つかるに違いない。穴居跡は4,000m台の高所よ

り、カリガンダキの3,000m台の低所まで、ロー

地方、カク地方のいたるところに散見出来るが、

その一番下方がタック・コーラまであるというこ

とは面白い。

ケハルンパの合流点よりは、ティリー・ガウン

に一寸寄り道し、一時間後の11時にはカグ．ベニ

の集落に入った。カグ・ベ二には徒歩部隊はまだ

誰も着いていないようだった。

私は集落の中で、5頭の馬を連れている馬方に

私の乗馬を渡し、昼食が終わったらカグ・ベ二入

口のパッティに止めておくように命じた。これか

ら少なくとも1時間は休憩するので、私の馬も他

の馬同様草を喰くさせてやりたかったからである。

その時、私の馬方は途中で会ったカッチャルのキャ

ラバン隊と長話しをしてたので、2，30分遅れた

からである。

パッティで昼食を喰べていると、私の馬方が大

声をあげて泣きながら、パッティを一軒一軒しら

みつぶしに歩いていた。聞くと私の馬が何処に行っ

たのかいないそうなのである。

私は、

「ホラ、5頭の馬の馬方に渡したよ。名前は知ら

ないがね」

「奴の馬のいるところに、うちの馬がいないんで

▼カク・ベ二とニルギリ北峰
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す。あの馬がいなくなったら、うちのサーブに何

てお詫びしたら良いか判りません｡25,000ルピー

の馬ですから」

「狭いカク・ベ二のことだ。捜せばどっかに居る

よ」彼は捜しに行ったが、再び帰って来て、今度

は泣きじゃくりながら、

「何処にもいないんですよ。家の中までさがしま

した。いい馬なので、きっとかっぱらわれたんです」

「馬鹿言うなよ・そんなことをしたって、すぐば

れるじゃないか。殊によったら馬は一人で家に帰っ

たんじゃないかね」馬方は思い当たったのか、い

きなり来た方角に走り出して行った。そして30分

程たってから馬を連れ戻って来た。

「馬の奴、ティリー・ガウンの前の河原をチュク

サンの方へ走っているので、やっとつかまえて来

ました」

「馬鹿だなあ－。お前が馬から目を放したからい

けないんだぞ。馬方というのはそれが務めなんだ。

俺はもう馬がいなくなっても平気だからね。これ

から2，3時間もあるけばジョムソムだよ」

それからのジョムソムまでの約2時間は、手綱

こそ持たなかったが、馬方は私にピッタリくっつ

いていた。

ジョムソムでは、チェックポストの裏側を通っ

て、飛行場前のアラカ・ホテルに入ったのは午後

2時ちょっと過ぎであった。

その夜はエベレスト登頂者のアン・チョタレー

にしばらくぶりで会ったので、大いに皆と一緒に

ロキシーを汲み交わした。彼は今、陸軍のインス

ペクターで少佐の待遇を受けている。一、両日中

に軍のヘリコプターが来るので、カトマンドゥに

－5－



やって来たのである。この乾燥地帯のジョムソム

にも、それから毎日のように雨が降り続いた。

そして、6月5日には飛行機はあきらめ、荷物

をカッチャルに積んで、4日後の6月9日の午後

2時半ごろ、ポカラのヒマラヤン・ホテルに戻り、

このムスタンの旅は終わったのであった。

〔長い間こ愛読ありがとうございました｡]

帰れるそうである。

私達もチャーター・フライトを要求したので、

このアラカ・ホテルに飛行機の来るまで泊まるこ

とにした。しかし、リエゾンとキショールは定期

便のガバーメントを手に入れて、6月3日にカト

マンドゥに飛んだが、それよりは定期便もチャー

ター・フライトも来なくなってしまった。雨期が

ｑ
ジ
ョ
ム
ソ
ム
の
ホ
テ
ル
・
ア
ラ
カ

まだ、間に合う!！（スキタン香山
パキスタンの登山申請が、今からでも充分に間

に合う。しかも、登山料は、半額である。更に、

6,500m以下の山に関しては、トレッキングと同

じ条件で登山が出来る｡(登山料不要ということ

である。しかし、制限地域に関しては、人山料の

50＄が必要である。これは、トレッキング規約集

による｡)

パキスタンの登山申請は、規約集によると「登

山する前年の12月末日までに申請すること｡」と

なっているが、2001,9,11以降パキスタンに訪れ

る観光客・登山者の激減から、申請期限が緩和さ

れている。

今年も「パキスタンに入国の1ヶ月前までに申

請すれば、許可を発行する｡」と観光省からの連

絡が入った。

これから計画を立てる隊は、まず先に隊長名で

申請して、その後にメンバーを集めるという方法

をとれば良いかと思う。

また、先に申請をして、その後に登山料を振り

込むので（許可証は、登山料が振り込まれてから

でないと発給されない｡)キャンセルする場合も

お金の無駄がなく安心である。

ギリギリ1ヶ月前に申請の登山隊は、登山料の

振込みと申請を|可時進行で行なわなければならない。

この春から各旅行社のパキスタン・ツアーが再

開された｡9.11以降、危険度の問題から、なか

なか団体旅行を出してなかった。

そのような点から、この夏のパキスタン便はか

なり混雑が予想されるので、航空券の確保を早め

に行なう必要があるだろう。（参考までに。中国

とパキスタンの間に航空協定が新たに結ばれ、イ

スラマバード／上海便も就航される。日本からの

ルートとしては、新しい1本が取れるということ

である｡)

－6－
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黄 金のピッケル
第13回を迎えたビオレ・ドール賞の式典が2月6

日にフランス・ク､ルノーブルで行なわれた。

フランスの1_11岳雑誌モンターニュがスポンサーと

なって、毎年、前年に行なわれた優秀なアルパイン

クライミングを表彰し、金色のピオレを受賞者に送

るこの賞の特色は、ノミネートされた者（通常5パー

ティ以上）が、一堂に集まりノミネートされた登山

を会場で報告して、それを観た後に、審査員が一組

の受賞者を発表するという、映画祭と|司じ様なイベ

ント、フェスティバルとして、運営されているところ

にある（例年1，2パーティは欠席)。今年は7組が

ノミネートされ、前号で紹介したヌプッェ東峰南稜

を登った、ババノフーコシュレンコペアが受賞し、

グリベル社製の黄金のピオレを受け取った。

フランスでも1980年代を頂点に、「より高く、よ

り困難を求めて！」といったビッククライムは影を

潜めてしまったそうで、（言い方を変えると、80年

代は狂っていた1のだそうだ｡)この賞の目的は、ア

ルパインクライムの奨励にある。したがって受賞の

レベルは年によって大きく異なるのは仕方が無い。

第1回受賞者のシュトレムフエリは、固定ロープを

用いた隊の受賞には疑問を述べており、(2000年フー

バー兄ら）今回のババノフらの受賞に対して疑問が

出る事は間違いない。

本年のノミネートは以下の通り。

｜・C･ラファイル（フランス）

ダウラギリIIIE(8,167m)北東稜を5月。ナンガ・

パルバット(8,126m)西壁新ルートから6月。ブロー

ド・ピーク(8,051m)西稜を7月に、何れもアルパイ

ンスタイルで登った｡(ハットトリック）

S･ベノイスト、P･グラロンーラバズ（フランス）

テレイ・サガール（6）北壁新ルートの開拓によりノ

ミネートされた。「片道切符」と名づけられたルート

は、ハンガリールート左手より取り付き、頂上岩壁

は1997年オーストラリアルートを辿る。

A・クリュエト、A・ジョルダニ

チャクララフ東峰6,001m南壁新ルート

6,126m東壁新ルート

｜・パーネル、K・クール、J・ヴァルコ

アンナプルナⅢ峰(7,555m)南東稜

スロヴェニアが1995,2000年に挑んで敗退したルー

トを、残置されたロープを使ったが、固定キャンプ

を設けずに登った。

M・トマスゼウスキー、D・カスシルコウスキー、K・

ベルジンスキー

CITADEL/アラスカ東壁に、カブ°セルスタイルを用

いて17日間かけて登翠した。1,200mD-5.10b,A4

S・マカリス、O･サンダース、T・ターナー

CITADEL/アラスカ東壁の氷のクーロワールを登り

で2ビバーク、下降を含めると3日半で登った。

1,200m,21p,D-W16+

審査員のメンバーは、審査委員長にJ・トロワイ

エ、GHMのヒューベルト・キ､オト、レスリエ・フシュ

コ、イタリア山岳会からアドリアーノ・ファヴロ、ス

ポンサーであるモンターニュ・マガジン編集長ガイ・

シュウムルエウリ、昨年、スークニャン北壁でこの

賞を受賞したM・ファウラーとP・ラムスデン。これ

までの受賞は以下の通りである。

カンチェンジュンガ南峰(8,476m)南稜

A・シュトレムフェリ=M・プレゼリ

パイネ南峰東壁フランス

フランス|｣l岳会ユース高峰登山隊

ｾﾛ･ﾄｰﾚ､F･ﾏｰｼダﾆ､パーｷﾝ

アラスカ・Mtブラッドレー

アマ･ダプラム(6,812m)北東壁

スロベニァT・フマル=V・フルラン

マカルー(8,463m)西壁

ロシア･エカデリンブルグ隊

テレイ・サガール(6,904m)北西壁

A・リンブレード、A・ウィンプ

アラスカ･ブルケットニードル

シブリン北稜

T・フーバー、I・ゥオルプ

メルー巾央lll*(シャークスフィン）

V･ババノフ単独

スークーニャン北壁

M・ファウラー、P・ラムズデン

（記：中川裕）
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年
年
年
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序
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一［連載］日本ヒマラヤニスト名鑑（6）

加藤喜一郎(KATOKiichiro)

1920.11.29～1987.12_10神奈川県鎌倉市生れ。

1928慶応義塾普通部4年生の時、ラグビー部員で

ありながら冬期八ヶ岳山行に参加。同年慶応義塾

法学部予科に入学しl1l岳部に入る。戦前は積雪期

北アルプスで経験を積み43年1月に槍ヶ岳北鎌尾

根を完登｡43年繰上げ卒業で土浦航空隊から艦上

爆撃機のパイロットとなる。戦後は46年1月に穂

高山行から復帰。日本が世界に14座ある八千メー

トル峰の内、llif－初登頂したマナスル(8,163m)

登山に3度隊員となった。最初は53年の第一次隊

(三m幸夫隊長ら15名）で、6月1日、山田二郎、

石坂昭二郎と7,750mまで至||達したが時間切れの

ため登頂を断念した｡54年の第二次隊（堀田彌一

郎隊長ら14名）は、地元民の抵抗で目標をガネッ

シュ・ヒマール主峰(7,429m・現在はヤンラ・カ

ンリ）に変更。5月13日、村木潤次郎、山崎英雄、

松田雄一と国境稜線の6,350mに到達したが、そ

の上部は技術的に困難であり登頂を断念した。56

年の第三次隊（槙有恒隊長ら12名）は、5月9日

に今西壽雄(42)隊員とサーダーのギャルツェン．

ノルブが悲噸の初登頂に成功。11日、加藤は二次

隊として日下、実(25)と第二登に成功した。59年

(秋)慶応大学がダウラギリⅡ(7,751m)に派遣し

た偵察隊（隊長以下4名）を率いて東面を偵察し、

ヒマルチュリ(7,893m)西面に登路を発見した。

病死o著書に「山に腰かれた男」(S32年)がある。

廣島三朗(HIROSHIMAMitsuo)

19433.28～1997820東京都八王子市生れ。

小学生の頃から始まった奥多摩歩きは中学生になっ

ても続いた。都立町田高校に入学し多摩恋鋒クラ

ブに所属したが、クラブの分裂を機に高校2年生

の時に「高校生だけ」の「秀峰登高会」を設立す

る。高校時代は谷川岳、八ケ岳、穂高岳、南アル

プスなどで岩登り、縦走の経験を積む。1967年夏、

劔岳源治郎尾根に新ルート開拓中、墜落負傷。68

年、駒沢大学に入学し将来のヒマラヤ登山を視野

に入れてlll岳部に所属し秀|峰登高会と二股をかけ

る。68年暮れから69年llf月には小窓尾根から劔岳

－8

の登頂に成功したが悪天候に掴まり閉じ込められ

た。初めてのヒマラヤは、71年(春)秀峰登高会を

中心として派遣された八王子ヒマラヤ登山隊（三

好勝彦隊長ら7名）の副隊長として県立高校を退

職して参加、ガンガプルナ(7,455m)の北西稜の

初登塞を目指したが約7,000m地点で登頂を断念

した。帰途ヒンズークシュに初見参。特例として

復職が認められた。73年（春）神奈川県山岳連盟

がローツェ(8,516m)南壁に派遣した登山隊（内

田良平隊長ら9名）に参加したが7,300mで登頂

を|断念した。帰途アンナプルナ山群を一周し再び

ヒンズークシュからフンザに入る｡74年（夏）ル

プガール・サール(7,200m)偵察。ヒンズークシュ・

カラコルム会議の運営に係わり、75年（夏)K2

に偵察隊（隊長以~ド5名）を率いて入山、東面

6,000mまで到達。77年（夏)K2(8,611m)に派遣

された日山協隊（新貝勲隊長以下47名）の登翠リー

ダーとして高校を退職して参加、第三次隊として

8月9日登頂に成功した｡(日本人八千メートル

登頂者25番目)。78年（夏）ヤシンからシイ・アン

(4,500m)以降毎年のように訪パし辺境トレッキ

ング実施｡87年（夏）シャハーン・ドク(6,237m)

の初登頂を目指す登山隊（本多勝一隊長ら6名）

の畠l1隊長として参〃IIしたが日数不足で登頂を断念

しトーニリー(5,081m)に登頂した。89年（夏）神

奈川県高体連隊（原田征史隊長ら26名）のC隊リー

ダーとしてヒンズークシュのバフシュタロ谷に入

山｡90年（夏）ディラン(7,266m)偵察｡91年（夏）

スパンティーク(7,027m)偵察｡92年（夏）神奈川

ヒマラヤ登山隊（隊長以下16名）を率いてスパン

ティーク(7!027m)に挑み、南東稜から全員登頂

を成功させ、以後日本隊がこの山に押し掛ける切っ

掛けを作った｡93年（夏）ヤルフーン川からボロ

ゴル峠、カランバール峠、チリンジ峠。94年(夏）

ボロゴル峠、カランバール峠、ダルコット峠｡95

年（夏）カランバール峠、チアンタール氷河、ダ

ルワザ峠。96年（夏）チョゴリザ(7,656m)偵察。

97年（夏)K2登頂の20周年記念登山隊（隊長以

下16名）の隊長としてチョゴリザを目指したが、

不許可となり目標をスキルブルム(7,360m)に変



更｡8月17日、中込渭次郎、土森讓、古関正雄、

鎌田実、松田謙介、初鹿裕康、菊田佳子と共に登

頂に成功、しかし、BCを撤収する20日午前1時

半頃BCが懸垂氷河雪崩の襲撃を受け、永澤茂、

中込、菊田、土森、原田達也と共に遭難死亡◎遺

体は後日収容された｡80年代初頭日山協海外登山

委員長を務め、日本のヒマラヤ登山の裏方も務め

た。共に遭難した原田達也が「彼は自分の興味の

ない世界や物事に対しては、徹頭徹尾無視する態

度を平気でとれる男だが、チョットでも興味が湧

くとすぐに遇かれてしまうタイプ」と評している

ように、付き合い方で評価が分かれるが、70年代

～90年代の日本登山界では最も有名な存在であっ

た。イスラーム聖者学会代表、著書に「K2登頂

幸運と友情の山」(S53年)、「ヒンズークシュ

真っただ中」(S54年)、「地図と地形の読み方」

(1985年)、「地球の歩き方パキスタン編」（1988

年)、訳書に「オクサスとインダスの間に」（1985

年)、報告追悼集に「スキルブルム7360夢は白

き氷河の果てに」（1998年）がある。

鴫満則(SHIGIMitsunori旧姓・長崎）

1945.7.23～1981.7.23秋田県北秋田郡生れ。

1964年県立能代工業から東京の共同印刷に入社、

山岳部に入り登山を始める。谷川岳で岩登りを始

め、68年、GHMJに入会｡70年6月谷川岳一ノ

倉沢衝立岩ミヤマルート第二登。7月唐沢岳幕岩

左方ルンゼ初登筆、一ノ倉沢滝沢ドーム右稜単独

初登鑿。71年7月黒部丸山東壁扇形ハング初登翠。

10月穂高岳屏風岩胄白ハンク､・ディレッテシマ初

登塞。72年（夏）渡欧し、ブレチェール西壁ジョ

ン＝ハーリンルート第二登、ドリュ西壁マニョー

ヌルート単独日帰り｡74年鴫秋子と結婚。75年ア

ルパインガイド協会会員となる｡76年秋子と渡欧

し、2月モン・プラン、フレンバ．フェース・マ

ジョールルート冬期初登翠（単独)、3月ボワー

ルルート冬期単独初登鑿（冬期第二登)｡78年秋

子と渡欧し3月マッターホルン北壁（秋子は冬期

女性初登鑿)。79年1月秋子とブレンバ．フェー

ス・グラン・クーロワール初登翠。80年2月モン・

フラン、フレネイ中央岩稜冬期単独初登筆（冬期

第三登)｡81年1月秋子とモン．プラン、プトレ

－q－

イ大岩稜（グラン・ピリエ・ダングル）北壁ボナッ

ティーザッペリート冬期第三登｡81年（夏）京都

カラコルムクラブが中国のコングール(7,719m)

に派遣した登山隊（高田直樹隊長ら21名）に参加。

同峰の優先権はイギリスにあったため、日本隊は

ムスターグ・アダ(7,546m)で高所111頁応活動を行っ

た。鴫は6月29日に登頂し、頂上から寺西洋治、

松見新衛とスキー滑降をした。この間にイギリス

隊がコングール峰の初登頂に成功した。日本隊は

2チームに分かれ登山を開始。鴫は寺西、松見と

北稜をアルパイン・スタイルで登筆することになっ

ていた。7月16日、北稜取り付き3,700mにBCを

設け、3人は20日に9日間分の食糧を持って登翠

を開始した。23日午前11時頃北稜上部に広がる大

雪壁の約6,500m地点にいる姿を確認された後、

3人は消息を絶ち行方不明となった。共著に「ザ

イルの二人」(1983年）がある。

福本誠志(FUKUMOTOMasashi)

1973.12.22～2001.10.14群馬県前橋市生れ｡1989

年、県立前橋東高校に入学し山岳部に所属し登山

を開始する。地元群馬の山、南アルプスで登山経

験を積む。93年（春）西鹿児島駅から北海道宗谷

岬まで縦断。同年10月、群馬ミヤマ山岳会に入会、

岩登りの洗礼を受けた。97年（夏）群馬県山岳連

盟がカラコルムに派遣した連続登山隊（名塚秀二

隊長ら20名）に参加、7月16日、岩|崎洋らとブロー

ド・ピーク主峰(8,051m)に登頂（日本人八千メー

トル峰登頂者282番目)｡続いてガッシャーブルム

n(8,035m)に挑戦したが時間切れのため連続登

頂は成らなかった。99年（秋）群馬県山岳連盟隊

(名塚秀二隊長ら5名）に参加、10月29日、北東

稜からシシャパンマ主峰(8,027m)の登頂に成功

した。続いて同隊で冬期マナスル(8,163m)に通

常ルートから挑戦したが7,100mで登頂を断念し

た。2001年正月には大山洋次、劔持典之と劔岳八

シ峰を登翠。同年（秋）群馬ミヤマ山岳会の星野

龍史、品川幸彦とダウラギリI(8,167m)東壁に

アルパイン・スタイルで挑戦したが、10月14日午

前10時頃6,400～6,500m地点を登琴中の姿を確認

された以降3名共消息を絶った。追悼集に「軌跡一

白き峰ダウラギリヘー」（平成15年）がある。



トータル獲得標高2003
山森欣一

2003年は、春からアメリカによるイラク爆撃と突如発生した中国を中心とした「新型肺炎SARS」の

影響で、カラコルム登11Iは激減し、チベットも－11寺入城禁止となり、ネパールは慢性的なマオイスト問題

で揺れた。

それでも、エヴエレスト、ナンガ・パルバット、ヌン初登頂50周年の節目であったため、世界最高峰に

は高所遠足組が大挙して押し掛ける異常現象が起きた。最高|峰の最年少・最高齢、回数稼ぎ競争に加えて、

中国側では「アマチュア登山家」を登頂させるというイベントも加わり、最高峰周辺だけがオーバーヒー

トした。

その中にあって日本隊は、標高六千メートル以上の峰35座に64隊277名を送り込んだ。これは人数的に

は前年に比べて14％増えたことになる。また、これまで入山者数でトップ°を走っていた中国がSARS問

題でネパールに首位の座を明け渡す結果となった。

2003年は正月早々からイムジャ・ツェで転落死亡事故が発生し、1968年以降36年間連続して死亡事故発

生という不名誉な記録を更新したが、8月にはパスーでクレバス転落、10月にはヒムルン・ヒマールで雪

崩、チョラ・ツェで転落事故が続き、4名が死亡する結果となった。

八千メートル峰では、明治大学隊がアンナプルナ南壁イギリスルートから登頂に成功し、東京農業大学

隊がローツェからサガルマータの連続登頂に成功した。また、冬期ローッェ南壁の雪辱を目指したJAC

東海隊の試みは266メートルを残して断念した。

七千メートル峰では、ネパールと中国にあるフンチ(7,036m)をネパール側から大阪隊が春に初登頂し

た。秋には長野隊が中国側から挑戦したがあと200メートルで登頂を断念した。

35,000m(5座登頂）を越えた岳人たちの概要

2003年12月31日現在(氏名のゴジックは女性×印は死亡）

標高(m)||地｣或｜登頂日｜派遣母体｜ルート｜摘要|*順位’氏名 lll名

九I｣｜同人

九山｜司人

九山岡人

ﾉL山｜面1人

九|_1｣|司人

労111

労山

労！|」

労lil

力｜､マンズクラブ

労｜_|_｜

労lll

労ll1

労山

'〃ll1

労i｣l

労山

労｜｣l

労111

近藤和美

(143,292m)

19座

1941.11 生

（62歳）

初登頂1座

1５
４
５
５
４
４
０
０
９
１
８
５
７
５
０
８
６
１
５

０
３
９
０
３
３
１
１
３
０
０
３
６
０
５
４
２
５
３

１
１
４
１
１
１
０
０
４
２
０
１
１
１
０
８
１
０
Ｏ

ｑ
？
，
？
９
１
や
り
り
，
１
７
１
７
り
り
中
９
９

７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
７
８
７
７
８
８
８
８

Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ｌ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

４
４
６
６
６
８
９
１
１
２
４
５
５
６
７
８
９
０
３

８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

１
６
３
９
５
４
６
２
４
０
８
６
６
４
０
２
９
０
１

３
１
１
１
２
１
１
１
１
２
２
３

■
■
◆
凸
●
●
申
Ｕ
■
ａ
■
■
●
■
●
■
■
凸
争

７
８
８
８
８
８
８
８
８
９
５
８
０
８
５
５
７
７
８

１

コルジェネフスカヤ

レーニン

イスモイル・ゾモニ

コルジェネフスカヤ

レーニン

レーニン

ハン・テンク､リ

ハン･テングリ

ポベーダ

チョー・オユー

シシャパンマC

ヌン

ダウラギリI

コルジェネフスカヤ

リスム

チョモランマ

ナンガ･パルバット

フロード・ピークM

ガ‘ｿｼｬｰプﾙﾑⅡ

ツェト

ラズジ

ボロド

ッェト

ラズジ

ラズジ

､ノロマ

ポグレ

ヴァジ

北西面

｣上東稜

北西稜

北東稜

ツェト

東稜

北稜

西面

西稜

南西稜

I

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
Ｇ
戸
１
ｇ
ｈ
ｉ
・
ｊ
ｋ
１
ｍ
ｎ
ｏ
ｐ
ｑ
ｒ
Ｓ

50歳と3021=|

52歳と177日

53歳と3181

初登頂

56歳と181日

57歳と249日

58歳と250日

61歳と252日
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|||自位 氏名 標高(m)地域 派遣母体山名 登頂1l 摘要レート ＊

岩 崎洋

(118,320m)

16座

1960.2 生

（43歳）

初登頂2座

トラバース1座

稜
壁
稜
稜
稜
稜
稜
稜
稜
面
稜
面
稜
面
稜
面

東
東
東
東

北
西
北
西
北
西
西
西
西
北
南
北
南
北
北
東

3HAJ

HAJ

HAJ

バーバリアン

雪と岩の会

バーバリアン

浪

群馬県山岳連盟

マモストン・カンリI

カルジャンN

ピラミッド・ピークM

ティリッチ・ミールM

サトパントM

ディラン

ムスダーク・アダM

ブロード･ピｰｸM

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞM

サイパル

スパンティーク

ナムナニ

スパンティーク

ァピ

ガッシャーブルムI

パスーE

６
６
３
６
５
７
６
１
６
１
７
４
７
２
８
５

２
１
２
０
７
５
４
５
４
３
２
９
２
３
６
９

５
２
１
７
０
２
５
０
５
０
０
６
０
１
０
２

７
７
７
７
７
７
７
８
７
７
７
７
７
７
８
７

５
４
４
７
３
４
４
６
９
７
７
５
５
８
５
８

１
１
２

１
２
１
１
２

１
２
１

１

●
●
■
ｂ
ｃ
ｂ
■
Ｂ
５
ａ
ｅ
ｇ
ａ
ｇ
ｇ
■

９
０
４
７
９
７
９
７
９
０
８
０
８
０
８
８

１

１

ｌ

１

ｃ
ｂ
Ｐ
■
巳
■
令
■
■
■
●
■
●
●
■
■

４
６
３
５
５
６
６
７
７
８
９
９
０
１
２
３

８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｐ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

ヨ

初登頂

初登頂

F部初登塞

1

ド部初登塞ハーバ’ノァン

バーバリアン

HAJ

HAJ

バーバリアン

HAJ

HAJ

Ｊ
ｋ
１
ｍ
ｎ
ｏ
ｐ

西面へ下降

西稜初登頂

南西稜

ツェト

ボロド

ラズジ

西稜

北西面

南西壁ハット‘トリッ

西稜初登頂

東稜下初登塞

西稜初登頂

両壁上部から初登

北西面

北稜

北東稜

田辺治

(117,660m)

15座

1961．1 生

（42歳）

初登頂3座

冬期1座

ハット・トリック

1回

３３

７
５
５
５
４
１
１
８
８
３
５
１
１
８
８

６
３
０
９
３
５
０
４
３
６
３
１
０
６
０

３
０
１
４
１
０
２
８
０
４
０
６
２
０
０

７
８
７
７
７
８
８
８
７
８
７
８
８
８
８

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｃ

HAJ

イエティ同人

東海山岳会

東海山岳会

東海山岳会

東海111岳会

群馬県lll岳連盟

群馬県llI岳連盟

信州大学

JAC

信州大学

JAC東海

JAC東海

HAJ

JAC東海

ハ
ｈ
〉
ハ
ｈ
〕
庁
１
１
八
Ｊ
〕
Ｆ
〔
Ｕ
‐
刈
哉
ゴ
ー
上
〔
叩
〕
ワ
Ｉ
１
１
４
刈
詮
〈
ｕ
ｖ
、
印
〉
Ｆ
ヘ
リ
４
細
孟

。
〃
白
、
″
白
イ
ー
土
、
〃
臼

の
ノ
ム
『
Ｉ
上
ロ
ノ
ａ

ｎ
／
臼
勺
１
１
で
Ｉ
ユ

ー

０
７
７
７
８
８
０
２
０
５
０
７
０
８
０

１

１
１
１

１

１

１

７
０
１
１
１
３
３
３
４
５
６
７
１
２
３

８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

ラプチェoカン

ガッシャーブルムⅡ

コルジェネフスカヤ

イスモイル。、ノモニ

レーニン

ブロード・ピークM

チョー・オユー

サガルマータ

ギャジ･カン

マカルーI

ラトナ・チュリ

K2

チョー・オユー

ガッシャーフルムI

シシャパンマC

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
が
Ｉ
ｇ
ｈ

1

Ｊ
ｋ
１
ｍ
ｎ
ｏ

稜
面
稜
稜
面
稜
稜
稜
稜
面

東
西
西
西
東
東
東
束
東

南
南
南
北
西
南
北
南
南
北

群馬県|｣｣岳連盟

HAJ

HAJ

カモシカ同人

カモシカ同人

カモシカ同人

HAJ

HAJ

植村直己物語

カモシカ同人

×山田昇

(115,804m)

14座

1950.2 生

初登頂2座

冬期3座

無酸素2座

ハット・トリック

2回

グｳﾗキﾘI

カンチェンジュンガM

ランタン・’ノ

ダウラギリI

ローーツェ

サガルマータ

マモストン・カンリI

K2

サガルマータ

マナスル

2
７
６
５
７
６
８
６
１
８
３

６
８
０
６
１
４
２
１
４
６

１
５
２
１
５
８
５
６
８
１

８
８
７
８
８
８
７
８
８
８

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｎ

1 ８
１
１
２
３
３
４
５
５
５

７
８
８
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
９
０
８
９
６
３
４
０
４

２
１
１
１
１
２
３
１

０
５
０
０
０
２
９
７
０
２

１

１
１
１
１

１
１

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
Ｆ
ｒ
９
ｈ
．
１
．
１

初登頂

初登掌

日本人初登

冬期第三登

初登頂

02レス

02レス

冬期第二登
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地域 摘要標高(m)|||貞位 氏名 登頂日 派遣母体lll名
B1 I

ノレー「、 乳

壁
南
稜
面

一
束
西

南
北
北
北

冬期初登翠

初縦断

群馬県山岳連盟

JAC

HAJ

HAJ

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

アルパイン・

スタイル3座

トラバース1座

k.アンナプルナI

l.チョモランマ

m･シシャパンマM

n、チョー・オユー

１
８
７
１

９
４
２
０

０
８
０
２

８
８
８
８

０
５
４
６

２

２

２
５
０
１

１

１
１

７
８
８
８

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１ ハット，トリ

尾形好雄

(85,583m)

11座

1948.7 生

（55歳）

初登頂4座

冬期1座

雪と岩の会

HAJ

HAJ

HAJ

HAJ

HAJ

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

雪と岩の会

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

稜
面
稜
稜
壁
稜
面
壁
稜
稜
稜

西
東
東
東
西
西
西

南
南
北
南
南
北
北
南
北
南
西

初登頂

日本人初登

初登頂

初登頂

初登頂

０
５
６
４
５
３
１
８
５
５
１

４
０
２
９
８
２
０
４
７
３
５

５
５
５
２
３
１
２
８
０
０
０

７
８
７
７
７
７
８
８
７
８
８

Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
１
１
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

5５

７
９
５
１
８
４
８
２
３
８
０

１
３
２
２
２
１
２

５
５
９
０
７
４
０
２
９
７
７

１

１
１

８
１
４
６
８
３
３
３
５
７
７

７
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ヒマルチュリW

ヤルン・カン

マモストン・カンリI

ギャラ・ぺ11

リモI

ピラミ、ソド・ピークM

チョー・オユー

サガルマータ

サトパントM

かｯｼｬｰプﾙﾑⅡ

フロード・ピークM

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
1

Ｊ
ｋ

名塚秀二

(83,442m)

10座

1954.11. 生

（49歳）

冬期1座

稜
壁
稜
面
壁
稜
稜
稜
稜
稜

東
西
東
西
西
西
東
東

南
北
北
北
南
北
南
北
西
北

植村直己物語

横浜山岳協会

HAJ

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

前橋山岳会

群馬ミヤマ山岳会

Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｎ

６

８
１
６
１
８
８
５
７
１
７

４
１
８
０
４
６
３
２
５
６

８
６
５
２
８
０
０
０
０
１

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

０
９
４
８
８
７
４
９
９
１

３
２
１
１
２
２
１

０
８
５
０
２
７
７
０
７
０

１

１
１

１

１

５
０
１
３
３
７
７
９
０
１

８
９
９
９
９
９
９
９
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

6サガルマータ

チョゴリ

カンチェンジュンガM

チョー・オユー

サガルマータ

ガッシャーブルムI

かｯｼｬｰﾌﾙﾑⅡ

シシャパンマM

ブロード・ピークM

ダウラギリI

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
か
Ｉ
９
ｈ
．
１
．
１

ド部初登鑿

冬期初登翠

山本篤

(80,731m)

9座

1962.10 生

（41歳）

初登頂1座

明治大学

HAJ

HAJ

カトマンズクラブ

､IAC

JAC

JAC

In治人学

北稜

北東稜

北西面

南東稜

南壁

東稜

南南東稜

北東血

北稜

南壁

７ ラカポシE

シシャパンマM

チョー・オユー

サガルマータ

ナムチャ・バルワ

マカルーI

K2

マナスル

リャンカンカンリ

ァンナプルナI

０
７
１
８
２
３
１
３
５
１

１
２
０
４
８
６
１
６
３
９

０
０
２
８
７
４
６
１
５
０

７
８
８
８
７
８
８
８
７
８

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

３
４
６
３
０
１
４
８
０
６

２

１
３
２
１
１
１

７
０
１
０
０
５
８
０
５
５

１
１
１
１

１

７
８
８
９
２
５
６
７
９
３

８
８
８
８
９
９
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

10ａ
‐
、
Ｃ
１
ｄ
ｅ
侭
Ｉ
ｇ
ｈ
・
１
．
１

初登頂

下部初登翠

Iﾘ1治大 学

l,西浩文

(77,274m)

10座

1962.3 生

（41歳）

高山研究所

高山研究所

高山研究所

イ－ス卜

群馬ミヤマ

パイネ／スキー

コルジェネフスカヤ

イスモイル・ソモニ

シシャパンマC

レーニン

ハン・テング'ノ

フロード・ピークM

５
５
８
４
０
１

０
９
０
３
１
５

１
４
０
１
０
０

７
７
８
７
７
８

Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
Ｈ
Ｐ

９
５
０
４
６
０

２
１
１
３

７
８
０
８
８
７

１

７
２
２
２
８
９
１

８
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

ツェト

ボロド

北東稜20歳

ラスジ

ソロマ

西稜

H
ａ
ｂ
Ｃ
‐
．
ｅ
戸
Ｉ

1の

－lムー



順位 氏名 111名 地域標高(m) 登頂H 派遣母体 摘要ルート 十

稜
面
稜
稜

西
西
東

南
北
北
北

ガッシャーフルムⅡ

チョー・オユー

ダウラギリI

ガッシャーフルムI

５
１
７
８

３
０
６
６

０
２
Ｊ
Ｏ

８
８
８
８

Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ

３
５
７
７

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

１
９
１
６

３
３
１

■
◆
■
■

７
５
５
７

パイネニア、

ガイ

ガイ

JAFM

フ
ア
ア
Ａ

ｇ
‐
、
↑
１
‐
１

田部井淳子

(76,360m)

10座

1939.9. 生

（64歳）

9 南西面

南東稜

北東稜

ツェト

ボロド

ラズジ

ポグレ

北西面

ヴァジ

西稜

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

５
８
７
５
５
４
０
１
９
６

５
４
２
０
９
３
１
０
３
４

５
８
０
１
４
１
０
２
４
５

１
９
？
１
１
９
り
り
Ｔ
１

７
８
８
７
７
７
７
８
７
７

アンナプルナⅢ

サガルマータ

シシャパンマM

コルジェネフスカヤ

ィスモィル。、ノモニ

レーニン

ハン・テンク.リ

チョー・オユー

ポベータ

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞ

Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｈ
Ｃ
Ｋ
Ｃ

０
５
１
５
５
５
４
６
９
１

７
７
８
８
８
８
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

９
６
０
８
７
５
２
０
１
２

１
１
３
２

１
１
１
１
１

■
■
６
●
●
■
■
■
■
■

５
５
４
７
８
８
８
９
８
８

8
。
‐
，
Ｃ
ｄ
ｅ
が
Ｉ
ｇ
ｈ
・
１
．
Ｊ

女性初登頂

国際公募隊 56歳と363日

谷川太郎

(74,661m)

9座

1967.6. 生

（36歳）

東京農業大学

東京農業大学

JAC

東京農業大学

JAC

JAC

10 ブロード・ピークM

ガッシャーフルムⅡ

マカルーI

ジンミゲラ・チュリ

K2

カンチェンシュンガM

チョー・オユー

ローツェ

サガルマータ

稜
稜
稜
稜
東
面
面
面
稜

南
西
東

西
南
東
西
南
北
北
西
南

１
５
３
０
１
６
１
６
８

５
３
６
５
１
８
０
１
４

０
０
４
３
６
５
２
５
８

８
８
８
７
８
８
８
８
８

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

２
２
２
６
２
５
８
０
２

１
２
２
１
１
１
２
１
２

■
●
●
■
■
■
■
■
凸

庁
Ｉ
序
Ｉ
Ｆ
Ｄ
ハ
Ｕ
ｎ
６
声
‐
○
Ｑ
Ｊ
戸
、
Ｆ
Ｄ

１

20１
３
５
５
６
８
９
３
３

９
９
９
９
９
９
９
０
０

９
９
９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
１
１
２
２

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

下部初登筆

初登塞

東京農業大学

東京農業大学1

×野沢井歩

(74,327m)

10座

1964．8 生

トラバース1座

稜
稜
稜
稜
面
稜
面
稜
向
稜

東
東

西
北
南
西
北
南
北
西
北
北

1］

５
７
１
６
１
７
４
６
２
８

３
６
６
０
３
２
９
０
３
６

１
１
１
７
０
０
６
２
１
０

１
勺
１
１
１
１
？
？
９
．

７
８
７
７
７
７
７
７
７
８

１
Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｐ

２
３
４
５
８
９
９
１
１
２

９
９
９
９
９
９
９
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

ｎ
ぺ
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
イ
ー
エ
庁
１
１
序
Ｊ
１
Ｆ
『
Ｕ
戸
『
Ｕ
戸
ｈ
Ｕ
八
ｈ
Ｕ
戸
‐
穴
Ｕ

１

２

１
２
１

■
●
叩
■
●
■
●
■
■
毎

８
０
０
７
０
８
０
８
０
８

１
１

１

１

１

HAJ

ベルニナ山岳会

バーバリアン

バーバリアン

バーバ’ノァン

バーバリアン

HAJ

HAJ

パーバリアン

HAJ

9ヌン

ダウラギリI

プモ・リ

ティリッチ・ミールM

サイパル

スパンティーク

ナムナニ

ニンチン・カンサ

ァピ

ガッシャーフルムI

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
侭
Ｉ
９
ｈ
．
１
‐
－

F部初登翠

四面下降

尾l崎隆

(67,483m)

8座

1952．9 生

(51歳）

冬期1座

稜
壁
曲
面
稜
面
稜
稜

西
束
東
西
東
西

西
北
北
西
南
南
北
北

ブロード･ピｰｸM

チョモランマ

マナスル

ローツェ

サガルマータ

カンチェンジュンガM

シシャパンマC

マカルー

愛知学院大学

JAC

イエティ同人

カモシカ|,丁1人

カモシカ|司人

JAC

|刊際隊

ニュージランド

12 第二登

下部初登塞

１
８
３
６
８
６
８
３

５
４
６
１
４
８
０
６

０
８
１
５
８
５
０
４

８
８
８
８
８
８
８
８

Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

８
５
０
０
２
５
９
５

１
１
１

■
■
ゆ
り
旬
●
●
凸

７
０
１
３
３
４
６
１

７
８
８
８
８
８
８
０

９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

８
０
２
９
６
９
０
２

１
１

１
１
１
１

11

●
■
。
●
ｑ
々
■
■
■

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

日本人初登

冬期第三登

-13-



地域 派遣母体 摘要標高(m)山名 登頂日||旧位 氏名 Iレート 末

ラズジ

ソロマ

ッェト

ボロド

､ノロマ

ヴァジ

西稜

北稜

南西稜

12×品川幸彦

(66,842m)

9座

1968.2. 生

川
４
人
ハ
Ⅱ
〕
匡
Ｕ
Ｆ
【
Ｕ
ハ
ｍ
Ｕ
（
ｕ
Ｕ
ハ
恥
Ｕ
ｎ
汽
〕
Ｆ
ヘ
リ

、
ぺ
り
－
１
八
叩
Ｕ
八
ｕ
Ｊ
可
１
１
の
０
州
繩
天
ハ
ｈ
Ｕ
Ｑ
Ｊ

ゴ
ー
上
ハ
Ⅱ
Ｕ
剣
ｌ
エ
４
刈
詮
八
Ⅱ
〕
〃
凋
宝
二
Ｒ
ｕ
八
ｎ
Ｕ
ハ
リ

［
ｊ
Ｉ
丙
Ｊ
１
庁
ノ
ー
庁
ｊ
ｊ
庁
Ｊ
１
屍
Ｊ
１
庁
Ｉ
！
（
ｕ
Ｕ
ハ
ｘ
Ｕ

Ｋ
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
Ｋ
Ｃ
Ｐ
Ｐ

２
３
４
４
５
５
６
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
４
８
４
０
０
３
［

１

２
３
１
１

８
８
７
８
７
８
８
［

13 レーニン

ハン・テンク､リ

コルジェネフスカヤ

イスモイル・ソモニ

ハン・テングリ

ポベー々，

ムスターグ・アダM

ガッシャーブルムI

ガ,ソシャーブルムⅡ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
Ｆ
Ｉ
ｇ
ｈ

HAJ

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟7－141

稜
稜
面
面
稜
壁
面
面

西
東
西
西
東
東

南
北
南
北
南
南
北
西

初登塞明治大学

高松労山

JAC

カトマンズクラフ

カトマンズクラブ

JAC

明治大学

明治大学

三谷統一郎

(65,482m)

8座

1958.3 生

（44歳）

初登頂1座

トラバース1回

13（
ｕ
Ｊ
７
－
戸
ｈ
〕
１
１
（
ｘ
Ｕ
９
ム
Ｑ
Ｊ
ハ
リ

イ
－
入
Ｒ
Ｕ
ｎ
ｏ
ｎ
Ｕ
川
哉
Ｑ
Ｕ
八
侭
〕
１
八

○
ム
－
上
Ｒ
Ｕ
ｎ
ム
ハ
×
〕
ワ
ー
１
１
Ｆ
Ｄ

ワ
ー
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
ワ
ー
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

６
７
０
３
３
０
８
８

１
１
２

１
３

０
０
５
０
０
０
０
０

１
１

１
１
１
１
１

勺
■
■
■
Ｕ
●
■
■

８
２
４
５
９
２
７
２

７
８
８
８
８
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

アンナプルナ・ダクシン

ダウラギリI

カンチェンジュンガM

チョー・オユー

サガルマータ

ナムチャ・バルワ

マナスル

14 ａ
‐
，
Ｃ
‐
． 日本人初登

初登頂t

g

h ローー、ソー，／二

面
稜
面
面
面
稜
稜
稜

東
西
西

南
南
西
西
北
北
南
北

カモシカ同人

群馬県山岳連盟

カモシカ同人

HAJ

群馬県|｣_|岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

桐生山岳会

宮崎勉

(64,712m)

8座

1947.11 生

（56歳）

14ダウラギリⅣ

ダウラギリI

ローツェ

カルジャンN

チョー・オユー

ガッシャーブルムI

ガッシャーブルムⅡ

チョモランマ

イ
ー
庁
Ｉ
〔
ｂ
ハ
リ
剣
１
ｎ
ｏ
Ｐ
Ｏ
ｎ
ひ

６
八
ｂ
『
１
イ
ー
ハ
Ｕ
ハ
リ
、
．
４

６
剣
１
Ｆ
Ｏ
ｎ
４
ｎ
４
八
Ｕ
ｎ
〉
只
〕

毎
Ｉ
只
〕
ハ
も
再
Ｉ
只
〕
〈
６
〈
６
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

１
９
０
６
２
９
４
７

２
１
１
１
１

１
１

０
０
０
０
０
７
７
５

１
１
１
１
１

５
８
３
６
３
７
７
２

７
７
８
８
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

15

ｕ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

初登鑿

54歳と187日

境町山の会

HAJ

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

群馬県山岳連盟

HAJ

稜
稜
面
壁
稜
稜
稜
稜

西
西
西
東

南
北
北
南
南
西
北
北

後藤文U

(63,466m)

8座

1965.5 生

（38歳）

冬期1座

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｐ

15
1rb

lD １
５
１
８
５
１
７
８

６
７
０
４
３
５
２
６

１
０
２
８
０
０
０
０

７
７
８
８
８
８
８
８

３
０
８
８
８
０
９
５

１
１

１

２
２

０
８
０
２
７
７
０
８

１

１
１

１

■
●
ｃ
ｃ
●
■
Ｕ
■

７
０
３
３
７
７
９
２

８
９
９
９
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

プモ・リ

サトパントM

チョー・オユー

サガルマータ

ガッシャーフルムⅡ

フロード・ピークM

シシャパンマM

ガッシャーブルムI

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

冬期初登塞

稜
稜
稜
壁
稜
壁
稜
稜

東
西
西
西

南
南
南
北
南
北
西
南

重廣恒夫

(63,435m)

8座

1947.10. 生

（56歳）

初登頂1座

|､ラバース1回

16ナンダデヴィE

K2

ラト､ソクI

チョモランマ

カンチェンジュンガC

マツソャーブルムE

フロード・ピークM

ナイプン

４
１
５
８
２
１
１
３

３
１
４
４
８
２
５
４

４
６
１
８
４
８
０
０

７
８
７
８
８
７
８
７

ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

６
７
９
０
４
Ｆ
０
Ｆ
Ｏ
１

７
７
７
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

JAC

JMA

京都カラコルムC

JAC

JAC

関西カラコルム

関西カラコルム

JAC

17
入I

八
判
〕
ハ
バ
〕
ｎ
ワ
ハ
Ⅱ
）
ｎ
ｘ
Ｕ
○
ヘ
リ
、
／
白
声
【
Ｕ

１
０
１
毛
１
入
『
’
八
、
／
ム
剣
１
４
ｎ
／
自

侭
Ｕ
〈
又
Ｕ
庁
Ｊ
１
Ｆ
【
Ｕ
Ｆ
【
Ｕ
［
Ｊ
１
〈
又
Ｕ
１
ユー

ｄ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

第二登

初登頂

下部初登掌

Sから縦走

初登塞
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|||目位 氏名 lli名 地域 登頂日 派遣母体 摘要標高(m) ルー’ ＊

江塚進介

(62,937m)

8座

1961．4 生

（42歳）

冬期1座

ハ､ソト・トリック

1回

東海山岳会

東海山岳会

東海山岳会

東海山岳会

群馬県山岳連盟

群馬県II_l岳連盟

群馬県lll岳連盟

群馬県山岳連盟

18 Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｐ

５
５
４
１
１
８
８
５

０
９
３
５
０
４
６
３

１
４
１
０
２
８
０
０

７
７
７
８
８
８
８
８

1ワ
11コルジェネフスカヤ

イスモイル。、ノモニ

レーニン

フロード・ピークM

チョー・オユー

サガルマーク

ガッシャーフルムI

ガ‘ソシャーフルムⅡ

１
１
１
３
３
３
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

庁
〕
Ｑ
Ｊ
一
・
０
‐
４
可
１
ハ
Ｕ
房
Ｉ
‐
４

１
且
口
乙
、
ム
『
１
、
４
イ
ー

７
行
Ｉ
８
８
０
，
乙
円
Ｉ
７

１
１

ト
ド
ジ
稜
面
壁
稜
稜

エ
ロ
ズ
歯
西
西

ツ
ボ
ラ
西
北
南
北
南

ａ
‐
、
Ｃ
ｄ
ｅ
か
Ｉ
ｇ
ｈ

’ﾊ･ソト・トリック

今村裕隆

(61,954m)

8座

1959．4 生

（44歳）

初壹唄1座

稜
壁
稜
稜
陵
稜
稜
川

西
東
西
東

南
北
北
北
西
凹
南
北

初登頂

下部初登塞

19 ギャラ・ペリ

チョゴリ

カンチェンジュンガM

マカルーI

ヌン

ティリッチ・ミールM

スパンティーク

ァピ

Ｃ
Ｃ
１
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

４
坐
「
１
入
ハ
ｈ
Ｕ
の
ヘ
リ
戸
‐
ベ
リ
ハ
●
価
〕
庁
Ｊ
１
ｎ
ノ
ｇ

〈
ｕ
ｖ
利
１
人
ハ
ｘ
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
ｎ
ぺ
り
ｎ
Ⅱ
）
、
ノ
臼
ｎ
ペ
リ

、
ノ
ム
ハ
ｈ
Ｕ
Ｆ
『
Ｕ
１
４
４
１
－
上
汀
ｊ
Ｉ
八
Ⅱ
〕
勺
ｌ
ｌ

庁
ｉ
ｆ
ｎ
ｘ
Ｕ
へ
ｘ
Ｕ
（
×
〕
ワ
ー
【
Ｊ
１
丙
ｊ
Ｉ
再
ノ
ー

H AJ

憧浜山岳協会

HAJ

ベルニナlll岳会

HAJ

バーバリアン

バーパリアン

バーバリアン

18６
〔
Ｕ
剣
１
剣
１
ｎ
４
戸
、
９
『
１

８
９
９
９
ｑ
〕
９
９
０

９
９
９
９
Ｑ
Ｊ
Ｑ
ｖ
９
０

勺
１
「
１
『
１
「
１
勺
１
勺
１
剣
１
９
］

イ
ー
Ｑ
Ｊ
４
戸
０
ｎ
ｏ
７
Ｆ
０
６

３
，
］
１
４
君
１

Ｏ
ｎ
６
５
ハ
Ｕ
Ｒ
〕
７
８
０

１

１

１

ｄ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

54歳と310日

57歳と172日

57歳と313日

58歳と308日

59歳と309日

61歳と242日

65歳と176日

面
稜
稜
稜
面
稜
陵

ル
ー
栗
東
東
西

北
南
北
北
北
南
北

石川冨康

(58,270m)

6座

1936.11 生

（67歳）

20
１
８
７
８
３
５
８

０
４
６
０
６
３
４

２
８
１
０
１
０
８

８
８
８
８
８
８
８

ｎ
ひ
ｎ
ｏ
１
１
ハ
ｂ
庁
Ｉ
、
乙
万
Ｉ

ｎ
４
１
１
ｎ
４
の
凸
９
］
イ
ー

Ｑ
ｕ
｜
‐
、
ハ
Ｕ
ｑ
〕
ｑ
〉
房
Ｉ
一
‐
０

１

勺
１
４
４
５
６
く
る
２

ｑ
〕
ｑ
〕
Ｑ
Ｊ
ｑ
ソ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
〔
Ｕ

９
ｑ
）
９
９
ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
Ｏ

雫
１
割
１
劃
１
訓
１
割
１
割
１
２

19a，チョー・オユー

b・サガルマーク

c・ダウラギリ1

d.シシャパンマC

e、マナスル

f.ガ･ソシャーフルムⅡ

g・チョモランマ

Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

シルバータートル

愛知学院ﾉ〈学

シルバータートル

Y MS

登稜会

シルバータートル

桐生111岳会

西稜

西稜

北東稜

北稜

西面

北西面

北東稜

縦走

下部初登塞

北村俊之

(55,975m)

7座

1962．8．

(41歳）

トラバース1回

3021 １
４
７
８
６
１
８

５
－
０
６
６
２
０
０

０
３
１
０
１
２
０

８
７
８
８
８
８
８

Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

９
９
１
６
５
１
４

１
１
３
１
１

ｃ
ｃ
●
●
■
■
◆

７
０
５
７
８
０
０

１

１
１

５
６
７
７
８
９
３

９
９
９
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
２

FOS

大阪LIIの会

ガイヤ

JAFMA

ブロード・ピークM

パサン・ラム・チュリ

ダウラギリI

ガ‘ソシャーフルムI

ナンガ・パルバット

チョ一・オユー

シシャパンマC

ａ
‐
，
Ｃ
‐
．
ｅ
が
１ ﾌァイト

IAC東海9

東
間
稜
稜
稜
而
壁

南
東
凡
一

南
北
北
南
北
西
南

高橋和宏

(57,019m)

7座

1973.10. |Z

(40歳）

初晉唄1座

Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｎ

JACJ

明治大学

Oワ

白Iワワ
臼旦 ４

８
９
０
３
３
６

１

１
１

１

８
０
５
７
８
０
５

１

１

ハ
ハ
〕
序
Ｊ
１
〈
ｕ
Ｊ
イ
ー
上
イ
ー
ユ
〈
ソ
】
、
ぺ
Ｕ

八
ｕ
Ｊ
〈
ｕ
ｖ
ハ
ｕ
Ｕ
〈
川
Ｕ
〔
Ⅱ
〕
ｎ
Ⅱ
〉
ハ
Ⅱ
Ｕ

八
割
〕
ｎ
Ⅵ
〕
八
判
〕
ｎ
Ⅱ
〉
ｎ
Ⅱ
〕
八
Ⅱ
〕
〔
Ⅱ
ｖ

勺
ｌ
ｌ
判
Ｉ
上
可
Ｉ
上
（
叩
／
己
ｎ
ノ
ム
ｎ
／
］
ｎ
／
］

K2

マナスル

リャンカンカンリ

ガッシャーブルムⅡ

ガッシャーブルムI

ローツェ

アンナプルナI

１
３
５
５
８
６
１

１
６
３
３
６
１
９

６
１
５
０
０
５
０

８
８
７
８
８
８
８

ａ
‐
ｂ
Ｃ
‐
。
ｅ
操
１

"J登頂

人
大
大
人

１
１
１
１

り
リ
リ
リ

ー
１
１
Ｉ

病

ｳ･坐為
イロ

ウム
イロ

リーム
in

」

寸一

学

学９

7,010

7,439

8,008

8.848

ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｃ
Ｃ

山
山
山
山

倉橋秀郁

(55,645m)

7座

1960.2. 生

労
労
労
労

ワ1
9土２

４
８
８

１
１
１

ポグレ

ヴァジ

北東稜

北稜

りq
ムヒ」 ハン・テングリ

ポベーダ

シシャパンマC

チョモランマ

１
１
４
８

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

只
Ｕ
Ｑ
Ｕ
貝
Ｕ
｜
‐
、

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
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地域 摘要標高(m) 登頂日 派遣母体|||自位 氏名 |j」名
『

ルー「 斗

(43歳） 労
労
労

山
山
山

P

P

N

e・ナンガ･パルバット

f.ブロード・ピークM

9．マナスル

６
１
３

２
５
６

１
０
１

８
８
８

９
０
１

９
０
０

９
０
０

１
２
２

西向

西稜

北東面

７
６
９

２
２
７
７
０１

山野井妙子

(54,870m)

7座

1956.3. 生

（47歳）

無酸素1座

アルパイン・

スタイル1座

高Ll.l研究所

高山研究所

高山研究所

パイネ／スキー

ベルニナ山岳会

パイネニァソブ

24 ５
４
５
１
３
５
１

９
３
９
５
６
３
０

４
１
４
０
４
０
２

７
７
７
８
８
８
８

Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

５
５
６
１
１
３
４

８
８
８
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

８
６
２
０
７
１
５

２

３
３
２

７
８
８
７
０
７
９

１

イスモイル・ソモニ

レーニン

イスモイル・ソモニ

フロード・ピークM

マカルー1

カｯｼｬｰプﾙﾑⅡ

チョー・オユー

ド
ジ
ド
面
稜
稜
壁

ロ
ズ
ロ
西
西
西

ボ
ラ
ボ
西
北
南
南

22

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

(）‘,レス

AP9

山本宗彦

(54,822m)

7座

1959.12 生

（44歳）

OQ
凸』

9R
gU ４

５
１
１
０
８
３

３
９
２
５
１
４
６

１
４
８
０
０
８
４

７
７
７
８
７
８
８

Ｋ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

３
３
５
５
７
８
５

８
８
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

７
６
３
２
３
５
２

２

２
１
２

７
８
７
８
７
５
５

JAC

JAC

関西カラコルム

関西カラコルム

明治大学

JAC

JAC

ラズシ

ボロド

北西壁

西稜

北稜

北稜

東稜下

レーニン

イスモイル・ソモニ

マッシャープルムE

ブロード・ピークM

－I↑｡､戸

フ刀ホンL

チョモランマ

マカルーI

ａ
‐
，
Ｃ
Ｔ
ｄ
ｅ
戸
Ｉ

初登塞

９

鈴木正典

(51,599m)

7座

1961.12 生

（42歳）

初登頂1座

稜
稜
稜
稜
稜
稜
稜

東
東
東
東

北
南
西
西
西
南
北

nﾉｰ’

ムリ １
１
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｃ

ピラミッド・ピークM

マナNW

ディラン

ムスダーク､・アダM

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞM

スパンティーク

シシャパンマC

３
２
７
６
６
７
８

２
９
５
４
４
２
０

１
０
２
５
５
０
０

７
７
７
７
７
７
８

３
５
６
６
８
０
３

９
９
９
９
９
０
０

９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
２
２

６
９
４
４
１
４
４

２
１
２
１

１
１

４
８
７
９
８
８
０１

HAJ

I|」形

バーバリアン

浪

岩・山

HAJ

JAC東海

34ａ
‐
，
Ｃ
‐
。
ｅ
か
Ｉ

初登頂

下部初登翠

９

遠藤晴行

(54,811m)

7座

1957.2. 生

（45歳）

無酸素1座

AP

同人

究所

究所

究所

究所

究所

|口1人

稜
卜
ド
ジ
面
稜
稜

東
エ
ロ
ズ
西

南
ツ
ボ
ラ
西
北
南

、ワ

ムイ サガルマータ

コルジェネフスカヤ

イスモイル。、ノモニ

レーニン

ナンガ・パルバット

ガッｼｬｰﾌﾙﾑI

ガ､ｿｼｬｰプﾙﾑⅡ

８
５
５
４
６
８
５

４
０
９
３
２
６
３

８
１
４
１
１
０
０

８
７
７
７
８
８
８

Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

9/1
9五８

０
８
６
２
２
２

２
２
１
１

０
７
７
８
７
７
７

１

３
５
５
５
８
９
０

８
８
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

O,)レスエティ

lll研

山研

ill研

III研

ll_I研

エティ

イ
０
吉
司
古
可
一
局
一
局
古
可
イ

ロ
Ｆ
Ⅱ
ｌ
』
ウ
Ⅱ
Ｉ
ｐ
Ｆ
Ⅱ
’
一
口
Ⅱ
１
－
７
１

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

9

高橋堅

(51,553m)

7座

1958．8． 生

（43歳）

初登頂1座

弘Hil大学

横浜蝸牛111岳会

弘削大学

弘前大学

弘前大学

弘前大学

カトマンズクラブ

稜
稜
ト
ド
ジ
稜
稜

西
エ
ロ
ズ

東
南
ツ
ボ
ラ
北
南

初登頂28 ９
５
５
５
４
７
８

３
３
０
９
３
５
８

１
０
１
４
１
２
３

７
８
７
７
７
７
７

Ｎ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｐ

７
８
２
０
７
２
１

２
２
２
３
１
３

０
７
７
７
８
７
７

１
３
５
８
８
８
９
６

８
８
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

25ネムシュン

ガッシャープ.ルムⅡ

コルジェネフスカヤ

イスモイル｡、ノモニ

レーニン

ディラン

ウルタル、

ａ
‐
ｂ
Ｃ
‐
ｑ
ｅ
行
１ 初登塞

初登塞９

2，|紳岬好'|:證言減竺
7,1()51T|1990．7.24京部クライマーズCツェト

7,4951T|1990.8.1京都クライマーズCボロト

26

－16－



順位 氏名 山名 標高(m)地域 派遣母体登頂日 摘要'レート ＊

7座

1963.11 生

（39歳）

４
０
９
８
９

３
１
３
６
２

１
０
４
０
１

７
７
７
８
７

Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｐ
Ｎ

７
１
２
０
７

１
２
３
１

■
●
■
●
■

８
８
８
７
０１

０
４
４
６
０

９
９
９
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

京郡クライマーズC

京都クライマーズC

京都クライマーズC

京都クライマーズC

京都クライマーズC

レーニン

ハン・テングリ

ポベータ、

ガッシャーブムI

ﾉ､§ルンツェ

ラズジ

ソロマ

ヴァジ

北稜

南東稜

Ｃ
１
ｄ
ｅ
戸
Ｉ

9

石川龍彦

(50,791m)

7座

1952.2 生

（51歳）

30 僕’ 西４
５
５
６
６
０
５

３
０
９
４
０
１
９

１
１
４
５
２
０
２

７
７
７
７
７
７
７

Ｋ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｐ

３
５
５
６
７
０
３

８
８
８
９
９
０
０

９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
２
２

２
９
６
７
８
０
８

２
１
１
３
１

８
７
８
８
８
７
８

QR
lJU

シ
ト
ド
稜
稜

ズ
エ
ロ
西

ラ
ッ
ボ
西
南

レーニン

コルジェネフスカヤ

イスモイル。、/モニ

ムスターク.・アダM

ニンチン・カンサ

ハン・テンク､リ

ペスーE

ａ
‐
，
Ｃ
‐
．
ｅ
伊
Ｉ

Ｈ
Ｈ
Ａ
Ａ
１
－

東面HAJ９

長久保浩司

(49,561m)

6座

1969.4 生

（34歳）

稜
稜
〃
面
面
稜

更
西
東

南
西
呼
北
西
南

31 東京農業大学

東京農業大学

JAC

ガッシャーフルムⅡ

ジンミゲラ・チュリ

K2

チョー・オユー

ローツェ

サガルマータ

５
０
１
１
６
８

３
５
１
０
１
４

０
３
６
２
５
８

８
７
８
８
８
８

Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

２
６
４
８
０
２

２
１
１
２
１
２

■
■
■
申
■
凸

７
０
８
９
５
５

１

３
５
６
９
３
３

９
９
９
９
０
０

９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
２
２

ａ
‐
，
Ｃ
‐
。
ｅ
か
Ｉ

初登塞

東京農業大学

東京農業大学

×星野龍史

(48,567m)

6座

1967.11 生

冬期1座

群馬県山岳連盟

群馬県l11岳連盟

カトマンズクラブ

群馬県11l岳連盟

鮮馬県山岳連盟

鮮馬県山岳連盟

q'フ
U白 面

壁
稜
稜
西
稜

西
西
東

北
南
南
北
南
北

チョー・オユー

サガルマータ

ウルタルⅡ

ガ‘ｿｼｬｰプﾙﾑI

ガッシャーブルムⅡ

シシャパンマM

１
８
８
８
５
７

０
４
８
６
３
２

２
８
３
０
０
０

８
８
７
８
８
８

Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

28３
３
６
７
７
９

９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

８
２
１
７
４
９

２
３
ｌ
２

ｂ
ｂ
●
●
■
■

０
２
７
７
７
０

１
１

１

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

初登塞

加藤慶信

(48,408m)

6座

1976.1. 生

（27歳）

初登頂1座

明治大学 面
稜
稜
稜
面
壁

東
西

北
北
南
北
西
南

qq
LJtJ ３

５
５
８
６
１

６
３
３
６
１
９

１
５
０
０
５
０

８
７
８
８
８
８

Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｎ

８
９
０
３
３
６

１
１

１

０
５
７
８
０
５

１

１

●
●
●
Ｐ
今
■

７
９
１
１
２
３

９
９
０
０
０
０

９
９
０
０
０
０

１
１
２
２
２
２

4］マナスル

リャンカンカンリ

ガッシャーブルムⅡ

ガッシャーフルムI

ローツェ

アンナプルナI

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

初登頂

大
大
大
大

明
明
明
明

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
今
口

ｏ
ｒ
↑
宙
７
Ｇ
７

学
学
筆
．

・
グ
ー
ｆ
一
〃
一

1

渡辺玉枝

(48,236m)

6座

1938.11 生

（65歳）

北西面

北東稜

南西稜

ヴァジ

西稜

南東稜

52歳と311H

55歳と314H

59歳と243日

34 １
７
５
９
６
８

０
６
３
３
４
４

２
１
０
４
５
８

８
８
８
７
７
８

Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｎ

29チョー・オユー

ダウラギ'ノI

ガッシャーブルムⅡ

ポベーダ

ムスダーク､・アタ

サガルマー夕

１
４
８
９
１
２

９
９
９
９
０
０

９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
２
２

８
１
２
１
２
６

２
２
１
１
１

９
０
７
８
８
５

１

シルバータートル

シルバータートル

シルバータートル

ａ
‐
ｂ
Ｃ
‐
。
ｅ
Ｆ
ｔ 雪豹クラブ 63歳と176日

〕5高橋和之

(46,112m)

6座

1943.1. 生

（6()歳）

シカ|『1人

シカ同人

研究所

研究所

研究所

面
面
ト
ド
ジ

エ
ロ
ス

南
西
ッ
ボ
ラ

ダウラキ､リⅣ

ローツェ

コルジェネフスカヤ

イスモイル・ソモニ

レーニン

１
６
５
５
４

６
１
０
９
３

６
５
１
４
１

７
８
７
７
７

Ｎ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｋ

９
１
１
８
６

１
１
２
２

■
早
■
■
■

０
０
７
７
８

１
１
５
３
５
５
５

７
８
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

１
１
ｌ

モ
モ
１
１
１

力
力
高
高
高

31ａ
‐
、
Ｃ
‐
。

ｅ
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摘要標高(m)地域 派遣制:体||旧位 氏名 奇頂HI｣_I名 ルーI ＊

1987.9.211カモシカ同人 北西面8.201 〔 パラパントZf.チョー・オユー

初登蕊青田浩

(45,503m)

6座

1958.1 生

（45歳）

初登頂1座

イエティ同人 南壁

ラズジ

北東稜

南面

ラズジ

北西面

Ｎ
Ｋ
Ｎ
Ｃ
Ｋ
Ｃ

９
２
５
０
５
１

２
３

勺
■
●
■
●
■

０
８
２
０
８
０

１

１
１

１

則り
Ug36 １

４
１
２
４
１

９
３
６
８
３
０

０
１
１
７
１
２

８
７
７
７
７
８

１
４
６
２
９
２

８
８
８
９
９
０

９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
２

アンナプルナI

レーニン

プモ・リ

ナムチャ・バルワ

レーニン

チョー・オユーー

ａ
１
ｂ
Ｃ
‐
．
ｅ
〆
ｔ

カモシカ|dl人

.IAC 初登頂

JAC

C東海

研究所

研究所

研究所

研究所

研究所

盲
《

F)n

〕｡
n.弓

01 原 コルジェネフスカヤ

コルジェネフスカヤ

シシャパンマC

コルジェネフスカヤ

イスモイル。、ノモニ

レーニン

貝
Ｕ
貝
Ｕ
Ｑ
Ｕ
貝
』
〆
『
Ｕ
‐
川
生

ハ
Ⅱ
〉
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
ｕ
〕
ｑ
Ｕ

１
１
１
上
ｎ
Ｕ
１
上
４
宝
１
人

ワ
ー
弓
Ｉ
ハ
×
〕
７
－
７
－
ウ
ー

Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｋ

６
２
２
５
５
５

７
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

７
１
０
１
９
６

３
１
２
２

８
７
０
７
７
８

１

ザ
』
古
司
古
司
古
司
宮
司
古
司

一
卜
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｆ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ウ
Ｈ
１
｜
ウ
Ｈ
１

Ａ
山
山
山
山
山

ト
ト
稜
卜
ド
ジ

ェ
ェ
東
エ
ロ
ズ

ッ
ッ
北
ッ
ボ
ラ

ａ
Ｔ
Ｄ
Ｃ
１
ｄ
ｅ
操
ｔ

(43,952m)

6座

1936.8. 生

（67歳）

坂原忠清

(43,108m)

6座

1944.10. 生

（59歳）

初登頂1座

初登頂北面

西稜

ラズジ

ポグレ

ヴァジ

東稜

４
－
０
４
０
９
６

８
３
３
１
３
０

１
１
１
０
‐
４
９
』

［
Ｉ
庁
Ｉ
庁
Ｉ
７
７
７

Ｃ
ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｃ

”か

｡｡38 ムスターク.・アダN

ヌン

レーニン

ハン・テングリ

ポベー々､、

ニンチン・カンサ

１
２
８
１
６
０

８
８
８
９
９
０

９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
２

８
８
８
８
８
８

７
５
７
０
３
ｑ

ｌ
１
１

エ
エ
エ
ロ
員
巨
貝
酉
貝

一
一
一
教
教
教

ダ
ダ
ダ
本
本
本

ビ
ビ
ビ

ス
ス
ス
日
日
日

ａ
‐
ｂ
Ｃ
１
ｄ
ｅ
戸
ｒ 単独

稜
稜
稜
面
稜

東
東
東

南
南
北
北
南

秋期初登頂×加藤保男

(42,523m)

5座

1949.3 生

冬期1座

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

６
５
３
４
７

２
１

１
２

０
６
５
０
２

１

１
１

６
■
■
■
■

３
６
０
１
２

７
７
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

Qワ
J1

qQ
RJqノ ８

６
８
３
８

４
１
４
６
４

８
８
８
１
８

８
７
８
８
８

a・サガルマータ

b.ナンダデヴィM

c，チョモランマ

d.マナスル

e、サガルマータ

Ｒ
Ｊ
Ｊ
イ
イ

CCH

AC

AC

エティ｜口1人

エティ|司人 冬期第二登

×三枝照雄

(42,015m)

5座

1957.10 生

冬期1座

AP

南東稜

南壁

北稜

北東稜

北西面

植村直己物語

群馬県||｣岳連盟

JAC

HAJ

HAJ

40 ８
１
８
７
１

４
９
４
２
０

８
０
８
０
２

８
８
８
８
８

Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

18サガルマータ

アンナプルナI

チョモランマ

シシャパンマM

チョー・オユー

０
０
５
４
６

３
２
２

０
２
５
０
１

１
１

１
１

５
７
８
８
８

８
８
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

ａ
‐
，
Ｃ
‐
ｑ

冬期初登塞
’

$.ソト，トリe

「内洋岳

(41,583m)

5座

1971.1 8生

（31歳）

初臂頂1座

東稜下

北稜

南南東

｣上稜

西Hi

初登塞５
６
６
９
１

９
９
９
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

39l］ マカルーI

チョモランマ

K2

リャンカンカンリ

ナンガ･パルバッ1

３
８
１
５
６

６
４
１
３
２

４
８
６
５
１

８
８
８
７
８

Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｐ

、
ム
庁
Ｊ
１
４
飢
↓
八
ｕ
ｕ
ハ
叩
Ｕ

、
〃
白
『
１
１
釘
ｌ
Ｌ
ｎ
ベ
リ

Ｆ
ヘ
リ
Ｆ
（
Ｕ
〈
ｘ
Ｕ
Ｆ
ｎ
Ｕ
ハ
ｈ
〕

Ｃ
学
Ｃ
火
Ａ
Ａ
Ｅｌ

Ｊ
虻
』

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ "J登頂

｜際隊G

吉田裕一

(41,360m)

5座

1970．8 生

（33歳）

東京農業大学

東京農業大学

JAC

束京農業大学

東京農業大学

南稜

四稜

腓開ﾘプ

西面

南東稜

1，

1乙 ５
０
１
６
８

３
５
１
１
４

０
３
６
５
８

８
７
８
８
８

Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｎ
Ｎ

２
６
２
０
２

２
１
１
１
２

７
０
８
５
５

１

３
５
６
３
３

９
９
９
０
０

９
９
９
０
０

１
１
１
２
２

110ガッシャーフルム、

ゾﾝﾐケﾗ･ﾁｭﾘ

K2

ローーーツェ

サガルマータ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

初登塞

e

‘‘|山協|鯛鳥追雁:式皇蒐W
P|1991.7.30パイネニアソフ西陵

P|1993.7.31パイネニァ､ノブ南西稜

１
５
５
３
０
０
８
８

4(）
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|順位 氏名 山名 標高(m)地域 派遣母体 摘要登頂日 'レート ＊

5座

1965.4. d

（38歳）

南西壁

献東ﾘﾌ゙‘

北壁

単独初登塞

単独

c、チョー・オユー

d・K2

e、ギャチュン・カン

１
１
５

０
１
８

２
６
９

８
８
７

Ｃ
Ｐ
Ｃ

４
０
２

９
０
０

９
０
０

１
２
２

３
０
８

２
３
９
７
０１
同人パハール

谷口守

(39,800m)

5座

1948.12 生

（55歳）

44 富山県山岳連盟

富山県山岳連盟

カトマンズクラブ

富山県山岳連盟

大阪山の会

日本人初登西面

西稜

北西面

北稜

西稜

ナンガ・パルバット

フロード・ピークM

チョー・オユー

ガッシャーブルムI

パサン・ラム・チュ’ノ

６
１
１
８
４

２
５
０
６
５

１
０
２
０
３

８
８
８
８
７

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｎ

１
３
０
２
９

３
１
２
１
１

７
８
９
８
０１

３
８
２
４
６

８
８
９
９
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

42ａ
‐
，
Ｃ
１
ｄ

卜部初登塞ｅ

奥田仁一

(39,233m)

5座

1966.9. 生

（37歳）

1買
士』 壁

稜
面
稜
面

西
西

北
南
北
西
西

カンチェンジュンガM

ニンチン・カンサ

チョー・オユー

ムスターグ･ｱタ

ナムナニ

６
６
１
６
４

８
０
０
４
９

５
２
２
５
６

８
７
８
７
７

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

８
９
９
１
１

９
９
９
０
０

９
９
９
０
０

１
１
１
２
２

ｃ
ｃ

戸
Ｒ
ｕ
ｎ
Ⅷ
）
ハ
ｘ
Ｕ
寸
Ⅱ
且
肩
「
Ｕ

『
’
八
ハ
ペ
Ｕ
ｎ
／
臼
イ
ー
ェ
、
ノ
ｇ

５
５
９
８
９

Ｊ
Ｊ

13Ａ
Ａ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

関西大学e

×佐藤正倫

(39,161m)

5座

1963.8. 生

初登頂2座

46 7,167mlll*

ナンガ・パルバット

フロード・ピークM

ナムチャ・バルワ

ガ･ｿｼｬｰプﾙﾑII

東京農業大学

パイネニア､ノブ

東京農業大学

JAC

東京農業大学

面
面
稜
壁
稜

東南
西
西
南
南

初登頂７
６
１
２
５

６
２
５
８
３

１
１
０
７
０

７
８
８
７
８

Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｐ

６
４
２
０
２

１
２
１
３
２

８
７
７
０
７
１

６
０
１
２
３

８
９
９
９
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

14ａ
‐
、
Ｃ
‐
． 初登頂

6

林孝治

(39,083m)

5座

1951.9 生

（52歳）

稜
稜
稜
稜
面

東
東
東
西

北
北
西
南
北

山
山
山
山

1r7
土『 労

労
大
大
力

Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｃ

72８
７
６
１
１

０
６
４
６
０

０
１
５
１
２

８
８
７
７
８

８
６
７
２
１

１
１
１
２
２

５
０
８
０
９

１

１

４
５
６
８
３

９
９
９
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

シシャパンマC

ダウラギリI

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀ

ﾗo=唇.|｜
グーノ

チョー・オユー

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

阪
阪
ン一フ ル

帯
刀
帯
刀
〃
／ 51歳と356日e

和田城志

(39,025m)

5座

1949.10 生

（54歳）

初登頂1座

関西学生岳連

大阪市立大学

JAC

関西カラコルム

関西カラコルム

面
面
面
壁
稜

東
西
西

北
南
南
北
西

4518 ゲントⅡ

ランタン・リルン

カンチェンジュンガM

マツシャーブルムE

フロード・ピークM

２
５
６
１
１

４
２
８
２
５

３
２
５
８
０

７
７
８
７
８

Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｐ

５
４
０
３
２

１
２
２
２
１

７
０
５
７
８

１

ハ
ろ
ｎ
５
４
証
Ｆ
Ｄ
｜
，
Ｏ

丙
Ｉ
局
Ｉ
〈
る
ハ
５
く
る

ｑ
〕
Ｑ
〕
Ｑ
〕
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ

ｑ
１
司
上
剣
１
イ
ー
イ
ー

ａ
可
、
Ｃ
１
ｄ

初登頂

初登鑿

e

上野幸人

(38,948m)

5座

1954.1. 生

（49歳）

高山研究所1Q
工lノ ５

７
１
０
５

９
６
０
５
３

４
１
２
０
０

７
８
８
７
８

Ｔ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

71イスモィル・ソモニ

ダウラギリI

チョー・オユー

リスム

ガッシャーフルムⅡ

６
４
５
７
３

８
９
９
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

ボロト

２
７
９
０
１

２
２
１

８
９
９
５
８

ａ
‐
，
Ｃ
１
ｄ

秋
労
労

北西面

北稜

南西稜

田
山
山

初登頂

e

保坂昭憲

(38,860m)

5座

1948．2． 生

（55歳）

面
稜
壁
稜
稜

西南
西
西
北
北

50 カンチェンジュ

ヌン

カルジャンN

サトパントM

チョモランマ

ガM ハ
ｈ
Ｕ
Ｆ
【
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
Ｆ
ヘ
リ
、
八
〕

〔
ｘ
Ｕ
ｎ
式
Ｕ
つ
Ｉ
Ｌ
［
ｊ
Ｉ
刈
刈
五

一
【
Ｕ
１
上
、
ノ
ム
（
ｎ
Ｕ
ｎ
ｘ
Ｕ

ｎ
八
）
ワ
ー
庁
１
１
庁
Ｊ
１
（
ｘ
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
ｌ
Ｃ

１
３
６
０
０

８
８
８
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

HAJ

こまぐさ山岳会

HAJ

HAJ

東北海登研

46９
４
６
０
７

１
１
１
１

９
９
０
８
５

１

ａ
１
ｂ
Ｃ
‐
．

52歳と90日ｅ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

Ｔ
Ｔ
Ｋ

５
５
４

０
９
３

Ｊ
４
１

７
７
７

'7５
５
５

８
８
８

９
９
９

１
１
１

８
７
５

２
１

７
８
８

ト
ド
ジ

エ
ロ
ズ

ッ
ボ
ラ
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地域 摘要派遣母体IIIM 山名 標高(m) 登頂日氏名 'レート ＋

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

稜
稜
西
東
南
北

1955.6. 生

（48歳）

５
７
３
６
０
Ｊ
８
８
Ｐ
Ｎ

d.ガッシャーブルムⅡ

e，ダウラギリI

８
９
８
０１
８
０
８
９
９
９
１
１

大学

大学

大学

大学

スキー

吉村哲明

(37,042m)

5座

1961.7. 生

（42歳）

弘前

弘前

弘前

弘前

パイネ

48コルジェネフスカヤ

イスモイル。、ノモニ

レーニン

ディラン

フロード・ピークM

５
５
４
７
１

０
９
３
５
５

１
４
１
２
０

７
７
７
７
８

Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｐ

貝り
リム ８

８
８
９
１

８
８
８
８
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

２
０
７
２
０

２
３

１
３

７
７
８
７
７

ト
ド
ジ
稜
稜

エ
ロ
ズ

ッ
ボ
ラ
北
西

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ 初登翠

e

高橋純一

(37,021m)

5座

1948.11 2生

（55歳）

1Q
工Lノ53 Ｒ

Ｏ
、
乙
４
４
戸
０
一
Ｄ

Ｑ
Ｊ
ｎ
４
ｎ
ひ
○
。
の
び

４
４
４
４
イ
ー
、
。
Ｆ
Ｄ

向
Ｉ
戸
Ｉ
再
Ｉ
庁
Ｉ
庁
』

Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｃ

７
９
１
８
９

７
７
８
８
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

HAJ

京部カラコルムC

ｽビグｰﾆｪ

HAJ

イスモイル。、ノモニ

シア・カンﾘ

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞN

リモI

リャンカンカンリ

８
０
４
０
０

３
１
３
１

８
７
８
７
５

ド
面
面
壁
稜

口
西
ボ
南
北
南
北

ａ
１
ｂ
Ｃ
１
ｄ

e

大神田伊曾美

(37,013m)

5座

1944．5． 生

（59歳）

半
力
苓
刀
「
〃

LII

山

卜

1

5054 コルジェネフスカヤ

レーニン

チョー・オユー

スパンティーク

ムスターグ･ｱﾀﾞ

５
４
１
７
６

０
３
０
２
４

１
１
２
０
５

７
７
８
７
７

Ｔ
Ｋ
Ｃ
Ｐ
Ｃ

６
８
９
０
１

９
９
９
０
０

９
９
９
０
０

１
１
１
２
２

４
３
６
５
２

１
１
２
１
１

８
８
９
８
８

ツェト

ラズジ

北西面

南東稜

西稜

ａ
‐
ｂ
Ｃ
１
ｄ

55歳と145日1

H A

e

×高橋敏雄

(36,428m)

5座

1958.10 生

北西稜

西稜

南西稜

南東稜

東面

頁反
りuノ ４

６
６
７
５

５
４
０
２
９

３
５
２
０
２

７
７
７
７
７

85
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ

６
３
７
０
３

８
９
９
０
０

９
９
９
０
０

１
１
１
２
２

チョー・ァウイ

ムスターグ・アタ

ニンチン・カンサ

スパンティーク

パスーE

４
７
７
４
８

１
１
１
１
１

０
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１

１
１
ｆ
１
１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
』

ａ
‐
ｂ
Ｃ
‐
。

e

松本正城

(36,362m)

5座

1948.11 生

（55歳）

東稜

北西稜

南西稜

南東面

､ノロマ

56 ７
５
５
５
０

７
３
３
０
１

０
１
０
１
０

７
７
８
７
７

’一1

，1Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ｈ

７
８
８
０
５

２
１
２
３
１

８
８
７
７
８

クン

ヌン

ガッシャーフルムⅡ

コルジェネフスカヤ

ハン・テンク.リ

１
２
５
８
９

８
８
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

RCCn

東京ll1岳協会

横浜蝸牛山岳会

ａ
‐
、
Ｃ
ｄ

e

×小口順史

(36,139m)

5座

1970年

貝ワ
1-ノI 東

太
太

農
陽
陽

大
風
風

北面

北面

西稜

ラズジ

西稜

０
０
９
４
６

１
１
３
３
４

０
０
４
１
５

７
７
７
７
７

Ｈ
Ｈ
Ｋ
Ｋ
Ｃ

２
７
７
９
１

９
９
９
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

０
６
７

１

１

◆
■
■

８
８
８

工
と
と

52ハン・テンク.リ

ハン・テンク.リ

ポベーダ

レーニン

ムスターグ･ｱダ

ａ
‐
、
Ｃ
１
ｑ

8.11e

lll中芳樹

(35,819m)

5座

1950.9 生

（53歳）

58 ５
５
４
０
５

９
０
３
『
１
７

４
『
１
旬
上
０
０

句
Ｉ
庁
Ｉ
庁
Ｉ
庁
Ｉ
庁
Ｉ

Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｈ
Ｉ

Fn

D｡イスモイル・ソモニ

コルジェネフスカヤ

レーニン

ハン・テンク.リ

サトパントM

６
６
６
９
４

８
８
８
８
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

Ｎ
Ｎ
Ｎ
労
労

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ボロド

ッェト

ラズジ

ソローマ

化稜

Ｐ
Ｐ
Ｐ
山
山

３
９
５
５
４

１
１
２

８
８
８
８
９

ａ
‐
、
Ｃ
‐
ｑ

e

※地域の略号N=ネパール、C=中国、P=パキスタン、I=インド、H=カザフ、K=キルギス、

T=タジキスタン
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■4座登頂者（備考の数字は8,000m峰登頂数

＊印はエヴェレスト登頂者）

■3座登頂者

順位｜氏名｜｜生年月日｜獲得標高｜備考

19553 生

1950.2 生

1951.10. 生

1967.12 生

1QRqワ と七
八LノU1J･白． ーL今

1942.5. 生

19687. 生

19614. 生

1946.8. 生

19631. 生

1947.2 生

1939.12 生

1962_5. 生

1973.8. 生

1955.5 生

1966.6. 生

1952.10 生

1949.1 生

1973.10 生

1940.11 生

1965.3. 生

1968.12 生

1949. 生

1945.5 生

1954.5. 生

1958.3. 生

1946‘1. 生

1933.1. 生

195211. 生

1963.1. 生

1953.1_ 生

1940.5. 生

1935.11 生

1946.10 生

1957.12. 生

1947.12 生

1934.12. 生

1943.3 生

1950.5. 生

1948.12 生

村上和也

×吉野寛

×禿博信

続素美代

鈴木昇己

中村省彌

澤田実

佐藤光由

安村淳

井本重喜

坂下直枝

×根津皖一

×大西宏

早川敦

菊池守

工藤寛

橋本久

賀集信

中村和貞

川原慶紀

九里徳泰

大久保由美子

大宮求

×高見和成

×小松幸三

中西紀夫

中村進

加藤幸彦

小笠原岩雄

棚橋靖

吉田憲司

×日野悦郎

桑原巌

池田壮彦

永田幸一

島方健次

平林克敏

×廣島三朗

松林公蔵

×小林利明

|||自位氏名生年月日獲得標高備考

57村口徳行1956.5.2 生34,579m4*

58川村晴-1947.12. 生33,755m3*

59貫田宗男1951.3.2 生33,151m3*

6O広瀬健太1970.1.1 生33,300m3*

6l八木原圀明1946.11. 7生33,215m3*

62戸高雅史1965.4. 32,823m4

63森章-1975.4.2 32,710m4

64天野和明1977.2.2 生32,710m4

65坂本正治1959.10. 生32,670m3*

66吉田文江1955.10. 生32,454m4

67遠藤由加1966.1.2 生32,430m4

68大蔵喜福1951．2． 32,354m3

69大谷映芳1947.43 32,138m2

70鈴木幹夫1967．3． 32,115m3

71×小西政継1938.11. 生32,048m3

72八鴫寛1950.3.1 31,827m3*

73中島俊弥196412.1 生31,696m2*

74×斎藤安平1953.1. 生31,431m3

75鈴木渭彦1957,2.1 生31,401m2

76×二上純一1951.12. 1生31,166ml*

77重野太肚二1943.4. 生31,100m2

78鈴木孝雄1938.5.1 生30,865m3

79富田雅昭1956.6.2 生30,771m2

80飛田和夫1946.1. 30,377ml

81千葉孝義1945.9.2 生30,027ml

82早川晃生1956.7.2 生29,941ml

83田村正勝1942.4.2 生29,938ml

84金沢健1945.102 29,935ml

85柳沢伸子1950.10. 生29,769ml

86古関正雄1961．3． 29,767ml

87中川裕1960.823 29,302m0

88安藤昌之1955.11. 生29!280m0

89新郷信廣1943．3． 29,250m0

90黒滝淳二1952.101 生29,116m0

91佐藤英樹1948.4.2 生28,994m0

92堀弘1957､8.31 28,991m0

93黒沢孝夫28,744m0

94川崎浩史1964.1.1 生28,464m0

95×北沢真一1952.22 牛28.259m0

船
Ｗ
鰡
船
叩
血
皿
咄
皿
蠅
峨
血
肥
皿
、
皿
皿
畑
山
岻
加
、
皿
四
ｍ
皿
唖
“
“
唖
皿
皿
咄
咄
酬
皿
唖
咄
皿
唖

25,975m

25,626m

25,626m

25,250m

25,144m

25,120m

25,141m

25,100m

25,057m

24,942m

24,907m

24,403m

24,321m

24,194m

24,180m

24,172m

24,017m

23,998m

23!923m

23,866m

23,755m

23,744m

23,639m

23,595m

23,579m

23,546m

23,488m

23,479m

23,436m

23,357m

23,300m

23,270m

23,185m

23,144m

23,088m

23,040m

23,011m

22,998m

22,983m

22,939m

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
ｎ
ｊ
９
］
９
』
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
？
］
？
］
の
０
９
臼
、
。
？
］
９
９
？
］
“
１
，
］
？
］
９
白
９
］
ワ
ニ
１
判
１
９
ｇ
４
１
１
？
］

村口徳行

川村晴一

貫田宗男

広瀬健太

八木原圀明

戸高雅史

森章一

天野和明

坂本正治

吉田文江

遠藤由加

大蔵喜福

大谷映芳

鈴木幹夫

×小西政継

八嶋寛

中島俊弥

×斎藤安平

鈴木渭彦

×二上純一

重野太肚二

鈴木孝雄

富田雅昭

飛田和夫

千葉孝義

早川晃生

田村正勝

金沢健

柳沢伸子

古関正雄

中川裕

安藤昌之

新郷信廣

黒滝淳二

佐藤英樹

堀弘

黒沢孝夫

川崎浩史

×北沢真一

1956.5. 生

1947.12 生

1951.3. 生

1970.1. 生

1946.11 生

1965.4 生

1975.4. 生

1977.2. 生

1959.10 生

1955.10 生

1966.1. 生

1951.2 生

1947. 生

1967.3 生

1938.11 生

1950.3. 生

196412. 生

1953.1. 生

1957,2. 生

1951.12 生

1943.4. 生

1938.5. 生

1956.6. 生

1946.1 生

1945.9. 生

1956.7. 生

1942.4. 生

1945.10 生

1950.10 生

1961.3 生

1960.8 生

1955.11. 生

1943.3 生

1952.10 生

1948.4 生

1957､8. 生

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
ｍ
ｍ

９
５
１
０
５
３
０
０
０
４
０
４
８
５
８
７
６
１
１
６
０
５
１
７
７
１
８
５
９
７
２
０
０
６
４
１
４
４
９

７
５
５
０
１
２
１
１
７
５
３
５
３
１
４
２
９
３
０
６
０
６
７
７
２
４
３
３
６
６
０
８
５
１
９
９
４
６
５

５
７
１
３
２
８
７
７
６
４
４
３
１
１
０
８
６
４
４
１
１
８
７
３
０
９
９
９
７
７
３
２
２
１
９
９
７
４
２

７
７
１
１
７
，
７
７
７
，
，
１
７
１
１
１
７
，
９
７
？
７
７
７
，
７
７
，
１
，
７
１
１
７
９
７
７
１
７

４
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
９
９
９
９
９
９
９
９
９
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

＊
＊

］
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１

生
生
１
２
４
２
６
５
９
９
１
１
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■八千メートル|峰2座登頂者獲得標高 備考生年月日順位 氏名

坂井広志

×角田不二

角谷道弘

×榊原義夫

大谷亮

小林新二

頁嶋花子

駒宮博男

服部徹

吉田秀樹

小泉章夫

広瀬学

佐々木穂高

岡林良一

横山英雄

志小田美弘

金子秀一

金子珠美

古谷朋之

天城敞彦

橋本康弘

燕昇司実

関根幸次

三原洋子

×井波美保

松永忠則

鴨川正昭

斉藤正

人瀬透

横森健治

梶111正

×山ll奇彰人

橋口徹

水谷寿宏

武部秀夫

加藤ポ|]美

石澤好文

保坂嚴

溝手康史

花井修

井上仁

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生

22,916m

22,760m

22,746m

22,743m

22,721m

22,718m

22,650m

22,637m

22,500m

22,446m

22,401m

22,311m

22,311m

22,271m

22,122m

22,106m

21,946m

21,946m

21,853m

21,827m

21,796m

21,757m

21,756m

21,755m

21,734m

21,734m

21,734m

21,734m

21,734m

21,734m

21,734m

21,721m

21,667m

21,583m

21,562m

21，511m

21,495m

21,476m

21,465m

21,363m

21.249m

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
７
８
９
０
１
２
３
４
Ｆ
Ｄ
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
０
０
３
３
３
３
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
－
０
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1957.2

1952.9

1963.10

1953.11

1959.9

1956.10

1949.2

1954.5

1970.1

1953.5

1955.11

1967.3

1972.6

1951.11

1942.4

1959.1

1959.10

1958.4

19728

1947.5

1954.8

1942.8

1933.10

1941.5

1957.1

'957.2

1952.9

1963.10

1953.11

1959.9

1956.10

1949.2

1954.5

1970.1

1953.5

1955.11

1967.3

1972.6

1951.11

1942.4

1959.1

1959.10

1958.4

19728

1947.5

1954.8

1942.8

1933.10

1941.5

1957.1

備考獲得標高生年月日|||ﾛ位 氏名

1970.6. 生

1968.4. 生

1965.3 生

1956.2. 生

1973.8. 生

1972. 生

1955.8. 生

1936.7. 生

1979.5 生

1950. 生

1932.10 生

19698 生

1965.7 生

1949.9. 生

1948.7 生

1960.3. 生

1952.11 生

1951.10 生

1955.1 生

1949.12 生

1955．2 生

1964.3. 生

1960.7. 生

1950.10 生

1962.6 生

1938.11 生

1958.4 生

1960_5 生

1963.5 生

1979.2 生

1973.12 生

1947.6 生

×椎名厚史

×赤坂諫三

松原尚之

木本哲

野口健

荻尾雄二

田中敏雄

111本俊雄

lll田淳

佐藤信二

三浦雄一郎

三浦豪太

高畠聡

荒木冨美雄

田中基喜

花田博志

矢野利明

瀧根正幹

鈴木茂

|||本秀夫

×柳沢幸弘

稲葉英樹

小野岳

福島正明

近藤謙司

池田錦重

清水修

力'1藤智二

片lIl右京

谷III宏典

×福本誠志

辻美行
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＊
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＊
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白
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］
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、
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17,197m

17,197m

17,074m

17,049m

17,049m

17,049m

17!049m

17,049m

17,049m

17,049m

17,049m

17,049m

17,049m

17,049m

17,011m

16｡974m

16,899m

16,812m

16,753m

16,737m

16,702m

16,679m

16,589m

16,511m

16!402m

16!368m

16,269m

16,236m

16,209m

16,103m

16,078m

16,089m

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

］
２
２
２
２
２
２
２
２
２

1967.7. 生

1970.6 生

19644. 生

1952.12 生

1qRq9 に
上LノLﾉ《ノ.臼口 】_凸

1951.11 生

1955.1 生

1955.5 生

1952.1 生

1958.11 生

1967.7. 生

19706. 生

19644. 生

195212 生

1qRq9 に
上LノLﾉ《ノ.臼口 】_凸

1951.11 生

1955.1 生

1955.5 生

1952.1 生

1958.11 生

■2座登頂者（上記を除く）

古野淳、×植村直己、×藤倉'1美、泉田清幸、

深田良一、×坂野俊孝、高橋留智亜、重川英介、

阿部訟二、熱田渉、佐藤賢、中川邦仁、小野寺

正英、西堤理一、外l｣_l哲也、×二俣勇司、片岡

邦夫、斎藤惇生ら133名

〔訂正〕前号の吉野寛の出生地を三麿市とする。

－ワリー
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；

綴 地域ニュース
《中国》

グローズベナー(6,376m)初登頂

昨年11月5日、英国のロジャー・パイネとジュ

リーーアン・クリマは、大雪山脈・コンガ山群の

|可|峰の北壁から西稜に抜けるルートを、アルパイ

ンスタイルで初登頂した。英国グレードで4から

5級、ところにより6級のドライツーリングを強

いられる困難なルートと報告している。

二人は登りに3日、下りは東稜を下降して、コ

ルから北壁側へ懸垂で下降しABCに戻ったのは

出発してから5日目だった。

尚、春には、A・ケープ=M・ファウラーペア

等も北壁中央などに挑んだが敗退している。

’

’ Books ］
カラコルム・ヒマラヤに魅せられて

井上重治著

著者は定年後の1992年に初めてカラコルムを訪

問してから7回カラコルム・トレッキングを実行

した。また、山岳写真と短歌を学んだ。本書の|ﾉ1

容は雄大なカラコルムの空撮による山々の|同l定、

トレッキング案内にとどまらず、著者の負欲なま

での観察眼は、氷河、花々、動植物、きのこなど

広範囲におよび、ナチュラリストの面LI躍如たる

ものがある。その報告の幾つかは「ヒマラヤ」誌

上でも発表された。総頁640頁の内容は①カラコ

ルム・ヒマラヤのトレッキング紀行は、パスー氷

河、チャラクサ谷、ゴンドゴロ谷など71口|のトレッ

キング報告。②カラコルム・ヒマラヤをめぐる物

語は、カラコルムの空撮写真による||_|々の|Lil定、

交通事情、パスー村の歴史と大洪水、バクロット

谷物語、ディランに残されたピッケルの謎の解IⅢ、

1992年9月の大洪水など。③カラコルム．ヒマラ

ヤの自然を語るは、パスー氷河の不思議な動き、

カラコルム植物紀行、カラコルムの花を訪ねる、

芳香植物を調べる、きのこ、動物たちなどと盛り

HFMALAYANEWS霞篁

沢l｣｣の内容で飽きること無く読み進むことができ

る。とにかく豊富な写真が著者の文を理解する手

助けとなっている。（記：山森欣一）

A5判640頁（内カラー15頁)[写真：カラー75

点、モノクロ423点]2004年4月刊9,041円（税・

送料込み）申し込みは「遊人工房」

品川区北品川5-4-6-402FAXO3-5791-4392

リャンカン・カンリ初登頂

1999年春、中国（チベット）とブータンの国境

付近に聟える7,535mの未踏峰に初登頂した報告

書。登山隊の当初の目標は、山群の主峰であるガ

ンカル・プンスム(7,570m)とリャンカン・カン

リであった。主催はJAC、後援は読売新聞。前

年秋には偵察も終えていた。ところが出発の寸前

になって在インド・ブータン大使館からクレーム

がつきJAC理事会は計画を白紙とし延期。隊員

が目標をリャンカン・カンリヘと絞ったが、今度

はJAC評議員会が追い討ちをかけるように「J

AC主催」もまかりならぬ、との決定。計画はJ

ACを離れて実行された。そして初登頂に成功し

たのであるが、その事実があますことなく報告さ

れている。それにしても、1980年代、HAJがイ

ンドと合|同lで東部カラコルム登山を実施した当時、

｢インドは外国隊を使って領土を主張しようとし

ている！」と、外部のやつかみが聞こえてきたが、

この登111では派遣するJAC内に「中国は覇権主

義国家だから私達に登山させる事によって国境を

画定させようとしている」との声があったと報告

されている。多くの複雑な背景の中、「若い登l｣｜

者」に登l11の道を確保し実現した隊長以卜に賛辞

をll',ﾘりたい！なお経緯については「ヒマラヤ332

号」の「ガンカーl11筆とリャンカン|峰を考える」を

参照されたい。また、資料として王鳳桐氏の「中

IKI登山協会の活動記録」が掲載されており、1993

年に中国で発ｲ-jされた「中国登山運動史」に盛ら

れている1991年以降の中国人による活発な登山の

模様を知ることが出来、貴重な資料となっている。

（記：山森欣一）

B5判159頁（内カラー8頁)2003年12月fll

連絡先：〒143-0021大田区北馬込1-23-11-201

－23－



銅麺MAIJAYANEWS

伊丹紹泰方日本リャンカン は、筆者の慧眼ではあるが、私は1971年の「サラ

グラール」を取り上げて欲しかったと思う。つま

り本書の各項は代表的なことがらに絞っており、

若い世代が「山岳と登山」を取り巻く概要につい

て学ぶための格好な「参考書」であると言えるが、

落ちついて酒落たデザインの表紙であり、是非座

右に置きたい一言である。（記：山森欣一）

A5判441頁2004年3月刊アテネ書房

4,200円十税

伊丹紹泰方日本リャンカン・カンリ登11_1隊

山の文化とともに

幾つもの著作を世に送り出してきた斎藤一男氏

の最新の力作。「山のすばらしさと、著者のその

気持ちを、誰かに伝え、生かしてもらう」ことを

念願して執筆された。①「山への接近」には、山

の発見／神仏の山／修験道記／紀行・文芸／旅と

参詣／温泉記②「本州中央部」には、世界の入

口／地図と測量／紀行文作家／少数外国人／本州

中央部/ll_I岳会誕生／登山の大衆化／学校山岳部

の台頭／アルピニズムの登場／岩と雪の世界③

｢登山の激動」には、登山の分化／単独行のひと

びと／氷壁への挑戦／社会人の活躍／渓谷への潜

入／冬のアルプスへ／ヒマラヤの高峰／世はスピー

ド時代へ／現代人の山。これだけの内容を5カ月

で仕上げた、その気力・執筆力に感服する。私は

とりあえず「ヒマラヤの高峰」を読んだが、26頁

の中に1962年の「インドラサン」を取り上げたの

■財政支援[1万円〕出口當

－東京集会のお知らせ

4月26日（月）午後7時～

国際山岳年報告書について

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

内容

場所

’
i

i

■ 寸感■
ﾆﾝﾁﾝ･ｶﾝｻﾄﾚｯキングパン

フレット役員へ発送

「登山調査用紙実務者会議」（於：

HAJルーム、山森）

「中村保さんの秩父宮記念|｣｣岳賞受

賞を祝う会」国際文化会館（山森）

東京集会(12名）

「登山調査用紙統一について」記者

発表、於：体協記者クラブ（山森）

上田茂春氏が、所蔵する本の中から「山岳遭難

関係文献と岳人の追悼・遺稿文献目録」を纒めた。

個人が所蔵する書籍の範囲内というハンデはある

ものの、約900件に及ぶ関係文献が整然と並ぶ様

は圧巻である。それが一個人の力によって纒めら

れたことに敬服する反面、以前にも紹介した田村

宣紀氏のいう「漫然とその日暮らしの楽しみに甘

んじて」来たことを痛切に感じ、日本登山界の文

化度の低さを思い知らされている。今からでも遅

くない、気がついた人は立ち上がろう！（山森）

23日（火）

28日（日）

29日（月）

31日（水）
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慶応大学山岳部OB来会し、チベッ

ト登山について情報提供
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木
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ｌ
く
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中
高
年
登
山
‐

な
ん
で
も
百
科

登
山
の

運
動
生
理
学
百

山
書
散
策

山 新
・
山
靴
の
音

す
ぐ
役
立
つ

新
・
山
の
雑
李
少
１
ト
・
筆
１
集

女
性
ガ
イ
ド
の

し
な
や
か
登
山
術

中
高
年

す
ぐ
役
立
つ

山
の
メ
モ
帖

す
ぐ
役
立

季
や
レ
ン
》
Ｚ
云
杢
《
イ
ン
ー
ラ
イ
ミ
ン
一
北
ア
ル
プ
ス
全
域
を
代
表
と
す
る
Ｗ
の
ル
ー
ト
を
分
か
り
や

北
云
杢
一
二
壱
す
ぐ
解
説
し
た
ル
ー
ト
案
内
書
。

記
念
日
の
山
に
登
る
』

す
ぐ
役
立
つ

山
小
屋
の
主
人
の

炉
端
話

最
新
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
技
術

山
の
気
象
と
救
急

高 性 新
散 年

vつ
の学

策

「
岳
人
」
連
載
の
「
山
の
雑
学
ノ
ー
ト
」
か
ら
鯛
編
一

』
帖
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
山
の
ウ
ン
チ
ク
を
深
い
一

安
全
登
山
の
指
針
と
な
る
一
冊
。

雪
山
入
門
諏
鼈
誰
舞
凄
詮
串
聖
ぞ

雪
山
歩
き
を
楽
し
も
う
。

百 登
科

科
法
一
説
鶏
蕊
蕊
議
震
剰
と

っ
一
碓
輿
副
記
念
日
の
日
付
と
標
高
が
一
致
す

「
登
山
に
年
齢
は
な
い
」
と
主
張
す
る
著
者
が
。
よ

り
安
全
に
よ
り
快
適
に
登
山
を
楽
し
め
る
よ
う
、

中
高
年
登
山
の
虎
の
巻
．

「
ど
う
し
た
ら
合
理
的
で
安
全
な
登
山
が
で
き
る

の
か
」
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
高
所
登
山
実
績
を
踏
ま

え
て
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。

今
ま
で
数
多
く
発
刊
さ
れ
た
山
震
。
何
を
読
ん
だ
ら
よ
い
か

そ
ん
な
時
の
指
針
と
し
て
ｌ
「
岳
と
連
載
時
か
ら
好
評
。

常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
在
に
知
恵
を
働
か
せ
れ

ば
山
は
も
っ
と
素
敵
に
な
る
と
呼
び
か
け
る
、
女

性
登
山
ガ
イ
ド
の
ユ
ニ
ー
ク
な
登
山
講
座
．

還
暦
を
む
か
え
た
著
者
が
山
へ
の
思
い
と
、
山
の
仲

間
と
の
交
遊
を
綴
る
。

著
名
な
山
小
屋
の
主
人
た
ち
が
宿
泊
の
登
山
者
に

炉
端
で
語
る
一
人
一
話
の
取
っ
て
置
き
の
お
話
。

ジ
ム
、
ゲ
レ
ン
デ
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
マ
ル
チ
ピ
ツ
チ
、

ア
ル
パ
イ
ン
、
ピ
ッ
グ
ウ
オ
ー
ル
ま
で
、
す
べ
て
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

マ
ー
必
読
の
雪
。
｜
つ
ひ
と
つ
の
技
術
を
単
な
る
マ
｜
｜
ユ
ア
ル
と
し

て
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
や
、
選
択
基
準
ま
で
を
含
め
て
詳
し
く

解
説
。
実
践
的
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
、
心
構
え
な
ど
も

細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
。

山
で
の
話
題
が
登
っ
た
山
の
数
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。

豊
か
な
雑
学
が
登
山
を
よ
り
楽
Ｉ
）
く
よ
り
安
全
に
し
て
く
れ
る
。

※
本
体
価
格
に
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 円

山
本
正
嘉
著
剛２ 円

岳
人
編
集
部
編
仙１ 円

岳
人
編
集
部
編
伽１ 円

菊
地
敏
之
著
剛１

河
村
正
之
著
恥５１ 円

福
島
正
明
著
抑１

桜飯
井田

蕊
著

1359円

廣

jll

健
太
目B

箸

2500円円

福
島
正
明
著
剛１ 円

エ
藤
隆
雄
著
抑Ｉ円

芳
野
満
彦
著
醜１ 円

石
井
光
造
著
伽１円

樋
口
英
子
著
抑１
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●新潟とやの店／〒950-0982新潟県新潟市堀之内南1-16-52恋〔)25-241-5134
●llll台店／〒983-0852宮城県仙台市宮城野区榴岡4‐l‐8盃022-297-2442

●秋田広小路店／〒010-0001秋田県秋田市中通l‐4‐5石018-884-1771
●盛岡大通店／〒020-0022岩手県盛岡市大通l‐10-16心Ol9-626-2122

●札幌店／〒()60-0062北海道札幌市中央区南二条西4‐8冠011-222-3535
●北十二条店／〒OOl-0012北海道札幌市北区北十二条西3‐5冠Oll-747-3062

●伏古店／〒007-086l北海道札幌市東区伏古一条4‐1－45盆011-787-0233

●平岡店／〒004-0874北海道札幌市清田区平岡四条1-43-9盃011-883-4477

●外商部(メールオーダー係)／〒l69-0073東京都新宿区百人町2－2－3冠03-3200-7219

●登山本店／〒l69-OO73東京都新宿区百人町2‐2‐3冠03-3208-6601
●新宿西口店／〒160-0023東京都新宿区西新宿1‐16－7盆03-3346-0301

●神田登山店/〒lO1-0051東京都千代田区神田神保町1-6-1(タキイヒ'ル2F)台03-3295-N22

●神田本館／〒lO1-0051東京都千代田区神田小川町3－10趣03-3295-3215

●八王子店／〒192-0081東京都八王子市横山町3－12冠()426-46-5211
●大宮店／〒330-O802埼玉県さいたま市宮町1－37冠048-641-5707
●高崎店／〒370-0831群馬県高崎市新町5‐3が027-327-2397
●川越店／〒350-OO45埼玉県川越市南通町14-4盃0492-26-6751

●甲府店／〒400-0814山梨県甲府市上阿原町481‐l盆O55-221-O141

●宇都宮今泉店／〒321-0962栃木県宇都宮市今泉町1560丑028-639-9650
●太田高林店／〒373-0825群馬県太田市高林東町1386か0276-38-0620

●松本店／〒390-0874長野県松本市大手3‐4－24盃0263-36-3039
●長野店／〒380-0825長野県長野市末広町1356画026-229-7739
●新潟店／〒950-0087新潟県新潟市東大通2‐5‐1恋025-243-6330

鍔
事務所／〒169-()073東京都新宿区百人町l‐4‐15丑O3-3200-lOO4




